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4密生　産山　聾者

も誓仁　ノア誓、き亨と．羨留民のデザイン望審かしこもらった。

河顎，盈俵してl引牽けたか7　号の簡磯YL＼ったようなものを姐べてみよ

う　っ

私がこの六号に入学した喝jこのノ′C‖A董　N′∵が．丁度．蓮声な驚レこ

∴た矧二束生した。しかし辛濾制約に翼船されるだけにノ賓叶温ま違げ，東

湖に席苫軋ている場合が多望＼ったJ混商議の牙が，はるかによく親まれ．ヌ

内容も萄臼し＼。芝の息ノ′CHAl N′′持上　くどくどしてノ　東現も言すく′

意味かまっきりしなし＼のが多い9甑境も回転敏めザぅ終モあり）衷寒気とくる一

と．言語草地ヒ言葉本未の腐みぞある「悪癖の忘運Jを藩賓に守っこし＼る‥

漁竜にとって′　これノほどの乾物はない∴漁礁するに癌，繋カがし＼もも　とんな

ことは、教諒嘗だけで沢山君そして叫慮鰻に、本欄行きとなる功がノ　岬級コ

一一一スG LL＼ち

亀口揮い二ノ面白く蔑ませるか？　直属鶉！まどでなくてもノせめて鼠肴に「流

ん登見よろ。⊥と二計画きめ質草にさせて晃ヒい。勿鼠　盛岡護の髄芝、靡療本

位㌣教書ヤものでもなく、スノノ　C昌八竜　NH　は　その為に生れと来たのそも

なし＼。だから、寄席右にどうのこうのといろ裾思いはない中級滴凄面上は．

終電裾二無産で初るフ　蘇る払′書斎本案の灰命を窓嚢に死守している，養

艶やある。そもそもこのりこ日Aも　。ぼ　全寮ぞもなければ　00体系と

し＼つと、．路、濃最っと薯廟でもなし＼や　′′よみもの′‘ごあって宜しヽはずた∴

まして　創刊号に統一してノ　蔓へならえ針二二号も法認掟なし＼．

衷終紘入閣でし、わざ、額にあたる、輿が巣LL＼ガ＼寮しくなし＼かば、鬼や

にとって孝之．大きな勘色事である．寒しくありといと、舜かか緩、あながち

女鹿の将凝ぞもなし＼。大南が．入閣である敬に、琴し＼弓斤目、顧み，苦し軋

喜こぶp蚤簡東森の隠シター、八女⑦愚詠が、蜃そある。

こんなに丸さ乃な顔　本で言えば　衷箔を、なおざりにしこおく手はなし＼。

そして、かくなる鰭祭となった。そろをろ豪級も′　マンネリ箕ムとな云‾こj

平凡な、類型的な顔に、なって来た功ではないかと、把就ごある。

壕きんで、新風を礫を込軋■利生のある美人に比をてこ下されば、きし＼である

。その頃髪変えられぬ人間の纏し三、三ゝやかなレジスタンスYして．本の

顔ゼけでも，台東にJ蔑ろ言ゝに，巌えて叙ようではないか〇　才ワー上
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凝軋め寛蒐成濃は大へん解舞であるぅ　家事度峯常駐の麒鰍ヒ草々監ぼ引二

食蛍が伽菰脚凝岬親風恵に円定腐乱誉める．瞥顧辺華人ブームに加うるに蒐

嚢諸君が発罷免で支赦な鉱磯をあがそし＼る鰭寮である二と店数し＼なき事実で

ある、奉巌蜜へ入って来る人ほいでれも療葛は定蒐Y蔑ろことが大きな汲官

であるニYに間ちがし＼なし＼官選やれる。級にぬ客孔はまことミニ御筒濠の宜リ

である。究蒐揉堀が雇いと蔑ろことは教育上にも宜苦し空事である、卑濱衛

の蕊取乞くよくよしなくこも何とかなると蓋うことは薄手水谷くのびのびし

た思慮で草嵐望藩が隠れると云ろ牽そある甘私は常々で＼ら本質々勤ま一回吏

針とき塩田藩等孝殿牒tej客らで，そして双頭生のときは牒大学院の晃轟き勉

適してほしし、と車して恭た．託泡状亀が誉めらくっであると部々そう持去ら

ものの空の渡りに好き軽い、寝息や戦后′a琴を射日置恵～革大時代の軽重

に比べ‾こ末へん艶の寺でめると怒っていた、所が寮腹の素手では寒帯な適齢

置いわぬ兼になった、こ裾ままこと」ニ癒しし＼濠が罷りで紅も。故に落首はコ

ヒ〇七日ノないで来し＼にのびのびと勉超してほしし＼。慮しのび、のびと勉窺する

と蔑ろこと店怠けても宣しいと五万二とそは放してない、むしろと功反吋そ

ゆっくりした】ul等▲でやれるのだからみっちりと勉窺せよと象うことそある。

世の車の慮々の観争絹子遥茶々としてつとめていも。－吉光蒐豪気が譲いと

云うのでウカウカと怠ってし＼ては等匂ひどい巨‖ニ会う身

東に二ヽでよく夜容して」暮しい宵がある、それは奴実の観象によるとづ好景

気か竿に車壌心ヒ人よりも不軌のどん底に轟壌した人ボ不常務ヒえらくなっ

ている肇である．賂血才一占隼と云へぼ不鼠のどん忍で各各社．法華点の尭萌

を伽何にして骨相らずに養って行ける裾こ汲々Yしていた峯である．京大工

賓化学款亀ですらも地質に卒常して直ちに就乾した人は教へる鹿もなし、ノ洛東

であった・缶賢妻波な豪商で有為になった人々そも賓客或は鷲．々隼に貪って

ガっと蒐女婿モゼ乞う常魂であった工的貯風圧では哀人塵照一苛成功しこし＼

ゐ。誉れは不思観な鹿で課して木蘭髄でなし＼ので，返れば芝の承な芥漁藤に

覚ました八は鳶から言じ初に官命の仕事を大切にした為であるクみじんも琴

のつい㌍杷蕗に猛も軍営狩⊇れ魔かった轟であるゆ　虻にゆる私が移りかけて

－1トー



も覚がなくて竜んだと竺乃ことを亀虫してたえず匂ら兼蔵のふく不亀に－敵へ

ヒ泡である。そ釦色轟が督爵他人の掛二も及現して包ら五四上下動繹濱を寮

めた為に絶ならぬ。不駕であった為ヒ彗成下贋みの窮屈も長く碇って雷同に

・・十・・′●・・，∴・・一・・∴∴・・一・・∴　　：　一㌧∴－1・一　一　・・．・一　二・∵．∴∴

彗蕗の卒領史について芸へる．蛍　は広東　化化　エエ貰　療療　紋日ニ怒覆した路で

化学を啄わた孝女と云へばノ＼、号から引っ慮りだ二になる飯食醇代であった、

昨日の食客覧應ちた密置き二郎まって恕叡尊を東リ回した勘鳶である。し＼くら

え守）い人でもこれでは修養し棄刀とっけな間がなし＼、東鰭勘喜竜事著にとっ

て姫囁な不幸であった，望時の八で終り怒気らしに乾聾は存畑ニケなし＼慮で

もの貰わぬ人Y′塁の者かぬ八は

4嘩　　草　　魚　希

世の、声を冷笑しそ生きて行くの変色＼ソトーー￥」ノこし＼るためか′　入膿嬉藤受

舷が厳くノ　庵っ至や丁いためか、藍触祀カ‾恵ダい二線いたわか，己以外！こ考え

ている華を知寝せる道をいや房も人がかなり多し＼っ　しかし百合電車のせ罫観

と書おうか人生落及び′　それの凛凍衡な表れである日常の三豊ざまな出素等

ヒ対守るものの舞え甘夏なぜ素直に守らなければならないのであちらか。

我々音質の八度乳即ち宣命土日ま絶入に少しのぞかれただけで寮聡して魚くな

ってしまら慮なけちなものではなし＼釘でで磨るっ　むしろ他人に与え町で与え

ろ屠級から彼から膏乏出して乗るものであろう。他人にも譜川，媚沃かめ淘

し＼乙中なし＼奥のかかい考え甘夏番い喝に、自由の慮れる啓生々毛の債‖二、噂

も肇は絶対に隠蚤であるや又、我々は－｛哲の三谷の〟展望同じ壕で凰二して

し＼ゐ。二℃頑な穫虞にあっては柁人に何の乳がねもなしに繁しかけられ婦も

はずである。この蕗，包命の人生観一女命カーを鬼亨に簡カ＼ちか′音†せ∴間藤

に素手の生命力を鵬葡登らず唆し＼凝る舷の猟カを番って．向し、患いたいもめ

窄める。敦　の恩寵には了　の替え髪ぶっ／つけ患ちに牌する坂入がたくユん

し、も．そ虹を腐さすして己の簸にとじこもり∴己を志紀ないしは追放におい

二九で金栽のこ扮、の廉にちょっと乳ただけでは鰭鷹な形をしているにもかかわ

ゆず敵遠め芝かね、これ以上痺びゐす飽転の恕し＼八潮になる奪屠、慈恵腺で

窟電しな肇はないだろう。
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北海道紀行
兼宅省吾
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久しバ上目二品館の町に帰って束だ。古い町敦と礪為し＼驚亀嵩新登聖の汰鼻

息や法華濁な存在である孝を知ったや

久々に

習軍部漆に出た。大漁の衛は一層にかかげられ落し言新羅を嘗しそし＼鵠車

に庄白泰水意の蟹工鷹が書の雄賓を賽こしやの車に浮べてし＼て∴　血へのラン手

が出た手に手に大漁としるした小寒をもって，親をけって息んだ．

黄色い拡薮鹿が、賓免につし＼たっスルスルと勝子ノバ下コ組た。腎虚に音数

ケ弓取りで箕郷こ噂る作者最カー姦もはやくと云う演な凝之渡んそし＼た〟余

乾が終ると琴平解釈歳でけられ∴ごんでん廣物が鞠三組ていくレ　舞茸に亀峯

二汎こ．我々はタラ＼ソプ生壁っこ行った．怒由布は亀鑑＿にも′劣札こあi上　一一

っの大きい工鹿であった。蹄蔦葛分室も丁度饗の梁に凄んだベ＼ソドで＼あった∴

ノ再本多長この小放言蟹工艇⊥にある慮な痛いか－デはな乃＼った。　し肇＼し、牽

きァ竃かヒ寮の白夜の車で行なナつ窟した勘でLL＼鎗虎を終え、やつと凝郷の漆に

っき，霹び立っ鳥み露に薮）てしまった。寮百人も生為しこし＼た丸きい塵を

轡には家敏の窒しこが宏がっこいで。

転怒工腐、ボ1ラー盲、工ンジソ登、それに常夫なる葱鮪磨，ロープつ額、

のろず嘗し＼山があったか敏感と啓塚はユれているがノ　数ケ胃に参るはがしし＼

膜牒い；ニ′簡箆ヒ果敢が立ちこめていた。

ぞっと妊事を終え，解長，漁野最や日本東電②八連と、裟LL、轟隻で色々

†1．ニ　　ー

人々はナイロン観の成功以東新しい襲財に対す奄関心と妥求射刀案であっ

た¢糸は門鍵における金沢繊線＼プラスチッγ久に関する究叔虻讃潤した。

症の港の男鹿と既習の肇について姦し合っている寧日二、私の終苫屋慮省去っ

た青春の養蟄曝露駅長乳がえった。之して、色々東野鋸主事にたすこねっこ

し＼る人の切実な黎東女璃いてい為将に∴稜々の貞紆LL＼竜魔があった。乞して

新しい賓照，新しい藩蚤こそ法務を轟も渡である草髪局麓橿したク

琶材．法革の乾恵

一Sw



豆孝漁嚢の席政経、清算漁常と貫リ碁帝（之は主として鼻藷庸薮及び萄材

ともった一つの琴べる大工務やある）一と教後の庇航路（宴として黎贋にたず

ま解る）とまり成ってし、・る。庇の尊称去就艦齢の一隻当りの夜鷹電路，乾前

カムチマッカ着岸の懲串の環姦な東で虞一家して、平和五万五千匹であった。

塗れが戦後　承摩摩廃　酸酸　億えたた大　寒寒観　光韓韓　帝帝　瞳知恵二十七号で，一

変篭り三万｝ヒ十匹にすぎなかっためがJ繹知二十人草ナイロン凍番長あらわ

離∴　一挙にヒ万三千匹に霹常した．争迄のラく㌦養碑では、凍賽の終り項に

なるとボロボ七になって，修理に手職凝り，亀か＼な穏啓を曙の覇に藍Zみて

赦す施す肇がしばしばで＼歌った。

こ勘二反し′　ナイロン網毯酸く、喝さば芝がよく∴耐●久ガもよく三凄腐蔵

もつの　それ故、穂格は葛いがノ岬笹の鮭号リラト⊥乳確守ぼ六十W粥川＼かる

が、ト十ロン漁網で射つで召＼その鬼．十三匹＝こしかつかない。輝にこれが睾

命的と云えずと何であろうか。

審翼の夜寒搭乞ぼ刀＼リではなし、。例えば，今建喝の木で作られてし＼る琴手

くアバ　ぼ凰沌ビニルの発電体に蒐食に賓県　雅緯舷は木製よt　鯛飯製にレ

サダ鵬を噂え，祭餅原知歯がっ苫ノ　更に夜間も濃紫可能にすむ敢寂ゾう（ラ

ジオブイ）が癒えられる学どなった．

翳∵承境の額厨

令射ヒ毒直後簿の支是であった比草想貫首、草々その泰頂をよぎなくされ

ているっかってぼ帝国海軍に守ら軋て出漁した疾患は考えたク　エ軋七井に、

心承脅島二者作の電工解の哲也者の厚東も務のわれた）そしこ比窺温々風め

僅肴を圏寵にしているの店、瞑牒なことにはソ塵の牢番の払草薮嚢の定盤牒

泡痛である。この鹿星きて行く歯舞LL＼漁場の関野に夢を乾乏檎ばなあ息か

った。新しい礁壕にはl新しい賀財、漁護の開発が肱須な粂庫である事は斜

をまたなし＼。

新しい漁場にはオーjユーいレ海感があった。アリーシャン寄島の軋ベー

リング海峡の近くである．液圧篤く，勢は硬く，素恵は凹凸はげしく′　ヰ迄＿

の認諾では銭頭1ノなかった。tノかし，ここには蟹「枚にも及ぶヒラメくすヒ

ーヨ）やうと海嶺の沿岸より消えた款が蛍数にし＼るYの事であったク　乞ヒまま＼

工毯薄衣が象告である肇を知らこれと，止の亀製作に盈轡より漏り、広々太

さん鼻と京都で色々な醜め裟倖髪行った。

亀草の恕敏感の親疎品を贋んで通草の開箱船司は虫乾して行った。宅の車

に我々の作ったロープの－膚が昇虞であった。之化はポiJエキしンを普体セ

するものであったp更！こ埋草〔今を）本格簡な登鑑踵鷹まつと。
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牟生の関召常貴め学食を柊て一覧ノRtjに革が寛厳養礫を紛えた〃寮東庄、

二線花が咲き乱れそいたが，晶館は吹管をあった。

エ壕は新しい金銀ローブqめ製作に，藤に戴虜の夜であっt。そして親密肴

は、訂倉で肝屈し．計分で製作したローブつをもって、訝しし＼ポリプ○ロピレン

など幾多の蓼こ咋爵立たず三九てその鰭案包みとどけるため、

新博一ケ善か新風を残して風水のうかが凝荒くオーロラ）カ乾く兼たれ各

に解出してし＼った。

私射ヒ海底澱おの町、乞こ象鬼覇を鼠頻し五Ti天象嚢にとまり、礫行磯で東

京に滞った。

薄字廃止論に瓦対する

4回生　名　飯　融’錯

節写、市有苗の賓掌を音かなにな許すとノートが早く1とれるという澤田そ

藻草をやわようと云っておら裾三が．これノ広濠等夜長理由としてはし＼三ゝか

薄弱で勒るっ　ノ鵬卜空軍くとるた鋸二は、凄艶府が最も竿く巻ける二とは意

うまでむなし＼姉　婿の考えガは簡略温記の費えに攫ならなし＼のであるっ

私産は、ノートをとる壕金，岬竜一短までその昔ゝ写すだろうか♂　それで

技監庭の富来が草し、ためにノートに空白が太東ものは薯瓜である。しかした

し＼そし＼の人隠略号を腰間‾している。いざしぼ虫て泉も吏掌に笹菅をあてはめ

て観奉を高めてし＼も，ニ乱は彼で官命で

副えば「溶液」などとし、う嘗鷺は貴もよく出てくるが′　これを芝のまゝ尊く

人はまあし＼なし＼だ乃う。㊥ノ之宣ノ⑧ノ　励▲　そ創世何でもよし＼。白倉

だけがや小も騨層であればよいのである。

肯府各のカナ書きもこれY司じ杏えであろう．彼で百合で見てわかればよ

し＼めであるク　　も冥エの展にノートを牽くとることと，賽亨髪凝血すること

の同産未だ飼いこし＼ゐ∂　二三てここで粛尊が脱落であるとし＼うことについて息

か暫九七のべて兇たし＼ヒ悉うつ

前写首舟雷のカナ書きがし＼かに親裁やすく、空清Lでいて内藤聖夜終するめ

に登カが虜常であったかは富うまぞもなし＼。これはなぜかぅカナはそ払そひ

とつ広三者と最わしているからノ　読む璃各に纏常に寮になるのは彗感である。

（しかしでタカナは慣れていないせいもあつこj　かなり親風づ＼らいものであ
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1日

る）これはし＼1つぼ′葵乳始る語などの璧真真澄と似たところがある，読む
釦宣だれでも諷めるのである弓

しかしカナを汲む囁金＼にl認解するのに努力がいると7まどろLたわけか。

これは私達壌尊おならって煮たものにとって慮、頭書をみれば発音しなくも

その藩膝がわかも．あたかも素蛍鷺の、藩疎は知っているがノ　鏡めない兼な

ものでめる′しかしカナで雷か†′′してし＼れぼ、それを覇か車で州夜寒亨になぶ

しこ芝の意味をつかむとし＼つた手癖杏等痺望知るのでおぁク　とのとき議等を

．－　　　　　　　　　　　　．．　　　　　●　　　　　　■．　－　●　　　　　．、・・・‘こ　●　：・、

ここで致命蘭ごあるフ　膏晩イカと皇j盈丸がある乃＼も知れぬ瘍各に店、二畑は文

学ごLノ　∴亀嵩し宜し＼勺　文字に誉れを親公舎この人が奮いに人の考えを知りう

こされなら勘　心学戚ぞ賓事を彪えずにかナぽかりで逢せばよし、といわれるか

も知れなし＼。乏畑二月藩！電撃番藷が致命漁である。遠きひとつきこついて悪癖を

配るので、なし＼省＼ら　冬その讐髪境をて芝的→こ應々か愚痴をつけなけ侶ぼな烏

なし＼。こ乱は英単語髪覚える目頭薙扇主事である。常藷は単語なかと琶果

てを（カ驚必恵疎生つかむことが凍乗る。〕かし凍害をカナになおしてとれ変

更えらに言、か士官鼠て恵疎生と勘二は余りにも多すぎる同音嘗簸雷か存氏

するハ潰尊はおぼえにくいと云われ毎がノ新軋二よ拙ご吊＼亨劇掌婁㌢二小学兼

で習う全ての譲与生教えこむ（巻袈遷埠も理帝こせる〕こY空可能にした転

生のことが虫こいたのは′　束だ詫膚にめる。

「壌義、鬼乙藷などで命ち書きが行きとどいてし＼もと云われるが′　あれは分

も巻きではないち　単語む七つが連歌をレってし＼て，その額み金座甘受｝牒乳

ヒだけで乞め藩曙かわかる席になってし＼竃のである。かすて巻かれたので＼註

rまく′薔挽髪膚っ単語をなめべたものそあ聖」

乗って、事務能率髪あげるとめめカナ恕空目㌻扱い■｝　しかしこと虹はあくまで

葦等、ぬ小Jふ 象芝であることを怠れてはなふなし＼。

く＞

「何哉　私は礫らし＼覆いのさすか．ジ上巳ダーよ」

と芙（ヴィーナス）が草陰た。

「凝ろい易いものだけな芙しくしたのだJ

と砕くごエビダ憮）は番えた。

l■　　　・

U

（三唱壁」
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匡語濡起工・つい二

2回窒　＿宥恕　利　雄

費波頭語間複につし、て色々翁務されているよう誉める7∫∴　ここにはなはだ

璃象解ではあるがノ　僕の務え髪述べてみよう。

ェ，冒太常習絡め衝、或は一顧鮒な庶潤の1撃汗：ついての向寒

日本語し＼や官爵とし＼うもの柊．そ札督捧竃的ではなく′　色々な竃緑へ

圏か′ぅ為の手緩であると畏うっ生れながらにして，直ちに官本語が話せ－

るといちふうな冒本尊きあ侶ゴー曹敬い。切歯そ必打キ諾意，いわゆる

静かL L＼こピ，高温な賽蜜に涙ぶこと意でも充ノ分表象できるものである。

しかしこ裾ま不可能であるっ乏紀は、二のことが嘗窯だけの閣議で∫£な

く　人間の知能の嘲窟をも包んでいることぜ。ヌ観紫ヒ官営だけの1司欝

にしことこちでノ　ろ悪女したての燕ん勘二∫　その細触慮斉（言葉に表象丁

る短観そはなくノ　働奉を君える恕観）のことを琶寮で左し＼簸わセといっ

てもむりで凝る。そこで我々は言葉を留額一しようとするっ　その露、寮も

容易に、叢も凄く′　貴も東食七筍冬で蔓る屠養いや帝ら短観寛彦にあじ

て、そ裾二度純なとわないように言葉も腎療－して行く。そめ醇苦労がな

し＼鷹首いというのである。客らであも為には一　昔賓というもめ」芸蘇単で

あるべきであるク（S／STも綱が廠単なのである）▲兼職なででも、頼應

なもの展傲膚餌多くノ　芝の礪乳の懸軍なもの寛，藤野の簡単なも¢蔑潔

く使われる，青葉が歯車であれば，習各の贋だ号でなく，一一線ヒ楳喝で

も像も溶軌こなる。敦むに官く巻くと易いYL＼ろ＝∵とであるっ（覆しし、

というニ￥は，挙に恵味を泉めてのiニ易しいとし巧だけではなし＼。伺え

ばT雷が㌦行にも渡る鹿長くてなお轟にならない〃　いわば覇の上カ＼ら竜

易しいとし＼ちことぞあるっ）つまり苦し、表わ寸のに封ま萄芝と名分に容

易に，手間どらずにしかも東谷にでき毎号賓であってほしい。ここで、

乱酔無理色んなに最しくなったので、店、それを通じての漕努力を番うこ

とができなし＼とし＼う八もいるかも知れなし＼。ニ乱良次のように解課すれ

ば高い。日本語の電線が番場にな軋ぼき啓夜での寓語の藤岡（官本常習

符の轟の）はずっと少くなもどろう。そ拙二よ。て重し＼ヒ碍牒持㍉　二日本、

ヰ固め右奥、籍かしい東国蜜′　或は親友まで仏軍本譜を忍者カを養うと

≠5－



いろ意味に於てやればよい。そういう楚疎その窟有力と湊うめにもつと

長い零落があれば更に覆い。

甘、いナ）ゆる文官肴が揆用する溺各の関頭

官本恵が芙LL＼音素であってほしし＼のは、女尊貴ならずとも帝展そあ

ろう。その美しきをこつにわけてみると、

工
その碧（或侍竃膏）であらわすところのものが美しい鴬谷

常数四美し三

になる。免ず＝）カ壕合は、恵に迫べたように、悪く義は言賓）の妾わ

すところのものを－　海蛍に．賢愚に、しかも間際に読みとれるよう紅

又は之　表わ塩竃ような百本語であれば　ぬ鮭給に可能となる。（よ）の

瘍合は．文学者のやっているような軽か＼しいとこち書そ街・かなくともJ

藤巻しにくいもの、固まとリにくいものは磨けるべきやみろう。〔ここ

に、轟音な脱島にかえた虜各の珂雷撃策についての和琴もある）

阻　軍務鹿などに枚喝きれる言葉（日本藷）について

令の日本語は確かに不便である♪碗えぼ＼′　賓一パンチ賀－などを臆濱

としこし＼るのが嚢　そめ弘毅である。専務成功艶牽皇上げたところで．も

つと侵端に言えば常務厳のところで賓する藤間を0ヒ素えに壕各でも、

肇番巌に黎すふ蘇覇⊥リ顎｝叫ペンチで－で草する蒋一喝が・斥るかに最せ

れば，金座としては量ど籠聾は上ったことにになめない。汽岬パン与ヤ

ーを人から磯戴にかえればよし＼が，乞机こぼ、現在1カ冒本籍が余りにも

綴簸すぎるめではなし＼だわらか，（外転ごは、そらし＼う威厳聖薦嚢中だ

と韓くが〕　又蚤東宮イプラ十ダー鹿にも革まタイプフライダ叫が蕃壊し

ないのも，令の日本藷が鹿渡すぎており（理屠触徳富繁には、ほど逢し＼）、

そういう息で遥一　斉藷などの外囲禁よりも腐ってい牒ことの教祖であろ

う．事務凝などで打ら出す亨，速甑で篭る号が、その昔ま日本語Yなつ

YこいもY Lたら村とよいことをあちらか．

滞譲の針本営へめ希峯は色々ある．勿冷食常を東食ヒ義足すること甚l L、

やその吋の一つで三九東食亡ということはぞきなし＼。貴大公約数的に急と苦

るものであろう。ころいう希饗をもとにして、賓亨をなく乞うとか．ローマ

掌ヒしようとかめ哀麻海部で亀のだちらがノ単に穣亨をなくし丁±だけでは、

郵去口岬マ亨にしただけでは鮮課されないせ（番号をなくもうとか．ロ㌧∴マ

字にしまうとかし＼う人は．認膚的な甘本署をっくる頂の一段磯としてきれを

王鼓すものであろうが）　哲の車が熱々かねる像亙、乏れぞ紅の尊意に麗じ

て嘗凄く日本語）は魔力優って行か和ぎならなし、。喪‾際いつの終代ども音賓

一用－
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菌冴音に教戒している。ただ、今の日東浩では．そらし、ろ末覇道も⑦でなくt

蔵本触な改革水軍東さ軋るのであも。

痩臣の官本鷺托、叢音文書と衷患文字がうまく歌島されてし＼為．ノこれは、

蕎柊を驚けとる劇〔汲む磯）そ建、劇に権利も領し＼刀＼もしれ抱が．いざ書く

軌芸Jなかなか不硬で香る。こ文学者なゞは使剥がよいというかもし抄ねが）

又牢番などに於ても一乗語の薄暮一回籠守輿などに鹿ヾて、譲か尊顔巧ひき

にくいこと。ころ象在の百本語にぼか山高をつけるとr令の日本語があヮ

て∴：そ、このような立淑な東成が望ぬたのぐあるJという人があ為かもしれ

ないも　こ恥を仏神してみるとJ　次の二つになるぅ

（1）ン乃官本薯が令書守の洛武に薮も直していたからこそ．ニめような立

承な文化が生れた，

成）贋も直してし＼ととは害い三線い瑠ヾノ　とにかくこれだけ立教な文化髪つく

リだした．

吊の磯谷、本竃に濠鹿だったかどうかは別としこも′谷までの賂代に叢も癒

してし、たといろ竣由かぬ′　藷各港の貰った碩漫（或は煎衷）には寮も塵する

といらぬげにはゆかない9　GOの濱谷には、もつと鼓い官本哲があ机君，も

っと扱い文化がつくり出色だはずである9線ってL、ずれの凍各も、多の官本

嚢を研究し　まり展望一方覇へと変えて妙刀＼ぬぼなむなし＼，

「瑳亨をなく乞うYカ＼℃－マ亨にしよちとかいって嘗めがさしても覇にも

なるものかjなどと言わすに，この異体衡な漁を更に餐牽●⊇セて、より最菩

官本藷／＼と尉いたし＼ものだ。三乱にミ芸やはりこの寺面のこどな蜜閂的にやっ

てし＼る固語学者の八恵に主にやってもらわ和ぎならなし＼。礎かしい同率だろ

うが疲中で済衷し†ニリせず．鼓し＼官本語を揮ってほしし＼0　そして僕藍は協力

すべきは松藤だがノ　裸からノ＼づペ奴かけちような驚席でありだい．

C〉　／‾、一・【、一一「、ノ‾一、一一ノー‾、一㌦■‾ILh
．．′一＼〉　0　、、ノー、ノー、仙・・・、【■■■・・ノ｛、ノ▲、一一′、、－へ

氷　店なはだ雅文で申諷なし＼。これは日本語が雷し＼のか、雄藩の硬餌零

しヽのか・

歎　「カンプをなくそう⊥左常甑の旋正の醇艶ま也こし＼ただしヽモゥ殺鼠

の隙のスピードは、把のものエリ∵裾巻擾くで芝に。イチÅラが本当の

tこイ卑ムラが正しい1十怒っていたのは汲各で取るせいか。篠本約に珪

藻尊ヒたまって．軽電を大坪にL kL、せいであろうが㌦

一盲卜



JUST MARR檻D

研修生　長　海亀
カシコミ　カシコミチ車ス1－血り　こうしたノリトの∴う1日二二人は褒ぼ軋て

二三九蔑めサカズ箕で洲。　どなたとどなたですって。し＼丸いえ今はそ〆し

なやば酎こな王らないでいゝカですク　もよっYした愚蕗愛し、た」ノ蓋しよう。

菱から奴した三の．揆f二言だ鮪官の見頃けちれる五一二ンクへ生硬嘗しく審た

新郎、＼、ノノカクシで宣命鬼は覚えなくなった白い薇、膏′等までもそして

登そうにウチカケ変電セら貢した新轡、二人は碑の諭で堺最＿しきっこし、誉れ

笑；ノて南刺にはこき′しまヒ憩ヒ向い各）て東上に二乱から濃暫監あいぐ、もほじ、

まも小の解く相とも云えなし、顔〔した豪族、覿長月列　挿入矢「帰）そして白

十枚を膏た紛主と　白い春風こ舞いハカマ令率をリノていも息。以上ボ欝魔・式

境の久雄A£姑　息珪素に藻ったこんなバイトを、嘗め人生の大きな柊ぬ茶

長に産い‾うゐ闘志ねこんか嫁互役員髪もう十好転となくやリjました㌦

最初こ短小／リ卜、式場佼びセ二にし＼ゐ人膚各部ろ耳ノ＼ライ∴　癖厨へ乏な

え卿泣虫し，ぎっと鎧ゼんの蔵つ†二郎で・長い／J」卜、茨にこ必ふ蛸／三三

先度の蚤を鮒斬新噂と痺八東婦と帝象の上席二人に。薯の司、新都新膚が神

前へタマグシ髪セなえ、重義の廉いの盛上∴以上や友8碁歴の式は懲りました。

一　　　　・、・　　　■　・ノ　ー　　　　・　　　　．・・′・　．一・・ミ・一・

だあまり二の舞缶にお宣わになった零がなし＼ヒ雷し＼ますユ

ニしてこらし＼う清溶的に韓帝な緊毅を度々疎食うあはまたとなし＼八瞥巻線と

てんであご＼むない原籍ちぞおりさす、濠鰭びめ助手ですかわ職を

哲嬢のお坂に立言ばと屠って去りきす。し＼やそれどこらで、はありません♪

いざ缶合が富枝になった醇の卑生窺うYいやで寸が㌦

寮傾ヒちょっとした面白い人間釦恵理を無象しましためで椚一書。

貧の遺産◎寮後画象の淑蚤の蘇．金簡たつぎ鰍高温緯・つててもらう凝ダニこち

ら頂であらかじめ‾旨っ乙おくのに，ついぞいく柳ニ）貸す矛を一首はロの腹くま

で塾がのぞ7校、要して言いどい牒酎二は牒豆二仙人で∴弓不やってしまう人もある

めです園、それが本人は磯の人がついそもらってし＼る醇までわかっていて．

あゝやらぼりロから恵に生れて素た患われでしょうか鵬。いやはや

これ竃珂‾にまで竣う著環‾のクセを裏壬なくてもぬ．
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牟浅香、習ありけり9　年はハタチをフグ＼ソ、†Y7－ぎL　′さまなリク　みて

らほどでもなし＼。とに角、素人1ノたとはし＼え二十′簿ぶ籠争奪をくぐリ廃けた

んだかめ．頭も恕くぼないや　しかし，ストレートで慈婆大官へ入れなか－った

んだから，哀し＼とはいえなし＼。￥ても㌻‾変に照るlうな落し＼ことも恕煮ない

折りに、大手を慮って凝嚢へ煎一け為とは登っていなし＼。いってみればノ葦札

な、どこにで＼も屠るような努そある。誉めるかわ，忍ば、蜃′食めことを読む

．・：，：・・・：一・、　’、・．

そら、堰が二の矢等i二入学したのは、もう三賢も窮のことにな為んだな。

ほんとうに長かっと猿人か－草間が終って，二索とはし＼え、ブラ下ることが

滋養て、どうやら面目も立った。尊敬の間島は食茶短危ないけれど、新美に

希望が頚し＼てくるから芥渾譲なもれだ。骨の芋が少Uのま叫寸気にく首つれけ

ど．まあ、研‾象iこ膚底するのには、貫が散られそえ→やろう。ひとつこれか

ら昭隻軋黍し、皇tj勉強してみたろ男＼な・などと．本気で番えとった¢

やっぱり、生乳付し、‾この慮けものには、聞隼はおろか・一目も艶け㌣勉魔

することは驚濱やったな。蘭‾粥の試駿も終って，動くのがいやになるような

署∋も少しは号Lになったし、芝ろそろ宙とも乳巌に落しが盤承る。YL＼う

のぞ∫　常山ぎ散麗したり（切鎗常雄寺で㌦界ひっかけて）、顔．巌行列の葦鷹

が終って，ウイスキーでコンハご髪いたり．虔くなって束った亀車の率で、も

、　　　　　一　一、　　　　　－　　ヽ7　－　　、　－■　　　●一

彼廓か試験も賓尊号）≠二終了や遊行lこ行った，少しばかり解放藤を慮って、

同席者とは大いに東電膏を頑した。とか＼く、一線に食や革なんかをひやかし

た、Yいうのは、曝射！二麗し鉱寵膚つようになるもので写な。

「狩竃なあ了鼻　のの　尊卑　や中、、　ゝゝやつおったせり　了そんでなんセかし

．・－．　　∴．・．　、・二　　二日・一日－．　ェ　　＿　　一、・∴一　・．∴い■こ・∴・い・・・．

．・．－：二　一、・・、　二一：・・・∴・．　　　　　●　　　　　　、、　　、　、一一　・●．・、一、●

・－＝　－



ホールに－蕗に灯ってやつたり、「阿荒らして固いてられへんようなノロケと

貰常軌こ南いたり、とにかく胎ノ灰な牽生々薄を議喫むた。

三回勘二なった∴笥夜回りの寅験をしながら′　餅究軒の南部しっくり行え＼

ないらしし＼のを知ってくると′　血マ▲方略総力＼ら勘　師範尊属の安嵐を活敢l二

しÅう、客と蒸しあったり，安保i草のときには、誉巌側のガレの大き三に

網の夜から騒Ij巨像蚤エビた。彼は苗かった。官命は去うにおよばず．綾八

め範粋三も揺ビて疑わなカ＼った。

ニ観潮蓮首に、証取の求まった額ヒ食ったカ′　どうも浮かん顔をしてい＆ク

いいかげん覿薮が裏束た尊やのに、又艶かに救われてしょげとゐな、と忍つ

たが＼′今夜狛まもbW寸審鋸そうで。敦になるから彼のし＼い命を魔いてやつ

たし

「粁つぼ　鼠は持人包Lでした。諦夜営の礫衣と、常態のことごし＼やとし＼

引悪どそれを短わ三mた。芝往昔で一緒に痺よくでって寮たのに，あめ研究

をぼ、雰喝熱水慈し＼あんな懲ら終審苦った所へ行ったら勉夜なんかでけへ

んク＼とし＼ちょろなことを喩でいい虫ユれにと三，今昔ぞ奄鞍のクラスはよう

間藤しそると竃うそたかわよけガヅクリとなった七つ。芝やけど，そら篭だえ

えわ、どこの宴へ行っこもめん亘り薮レつへんからなあ。夏冬に参った付言谷

津の定温のことガ。託蒐し＼らたら－堅め何題や、藷かて讃釦二者丸亀のは命

もて㍉〉モ∵やけど、橙承希えとらj　藩紫に素た怨敵やったら．ゼ＼こごもー魂と

底うか、俺わ、誰めお境か知らんけど有襲いことやと慈うてるで。とれがや。

ゴチヤゴチYも扮て，気合が零し、ことばつかり庵。お前あんなニゼ見てて腹

立てへんか。大金遮やないと心配や、し＼ちょうな革がどこへ藩千ってもあくは

づなし＼わ。才レはっネメPから．なんて療養そうな顔しとあやろ．コネや、し＼

うこと滝　棄カとはらがし＼ます．し＼うことやなし、んかヮ　もう行く塀が諌言つ

た七二へ、二人で、いって．一人囁されたなれて、そイ二ノ＼行きたいんやったち

なんで磯のカ＼ら埼婆怯えへれ海人。人のニどやし＼うて知らん顔してられへん

ような艶蕗や‥⊥こし＼つ大命カ、ソーと釆とるな。し＼つま空も子撲じみたき空席

老衰に官りっ憾＼れて風姿（凰軒）のない誤やなあ。「それで、お執ま寵寵は

大金汝と亀うんか。J r庵は一人だけしか行く人がない∵どこ兼山だよ。上　古＼

小人．こし＼つ刀＼て麗筆兼手が出て桑だあどらなあか．命ももんか．だけど、忠

に箇月暖め等らこYには一理も二塚もあるo

rこれだけ盆の乞わた食紅生前にしてやで、どうしてもあを二や克し、乞い
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乾まっ

弓たら

ノへん

こう思慮

己］転は

ユ　ふ＼

ト、忠

セこし＼

やや、悠丸く、Y、んな才罷澱でいいよん拘々ろ。どこ道会社へ入ったあ二十置

換にどうなるか．そんなにはっきり／ああんやノつた応分カニなんかに教のんと

51軌こな／）たちが太物になるで。」

ニおい苫大命メーターが上って来たな。嘗1ろそらとたんと終亀に有り獲れる

わ㌧

「お品はな、岬一人だけでどうということもなかった小長．そんなえらそら

なこと太えゐけど、お和孟現実の肇戦がせし、んと漫ろか，もっと鞠いたりた

けど産なるからもろ爆為すつ。こいなら。J

rおし＼、こんな大事なこと岳してものにお静は金串で姐もんか、凰東盈実

いち廿で、策定篭るもの′　成す寛恕すべきも功とは顆わんやないか。こら．

疇って来いよさ‥‥1

線日になれば、ヌ固いと為から．直し＼かけてこない杓に草う．電車に乗っ

て　しまお〝

盤

牒
ほ

電尊に乗ると、よく廉に「葛観鞠粥JYかし＼てし＼るフこれを晃そ

し＼つも容うのだが′　この度の詞和孟車琴なミ上　匪なりが′　スバツナ

を」申しこし＼ものであって，粛一も止まると鹿が亀勧約に開き，観望虫

丁と宙勧軌二固まるのではなし、めだと。羊勧鹿とは違う。だがそれ

ば、動力頂が代った酎†である．患凍人間◎力で庵の取覇営するの

と、人覇のカぞ括もっと乗なスイッチを呼号だけで一束陳に鹿の確

固宜行ちのは、他の敏か猟であるのど。このスイ＼ソナな坪すやり牙

区半官敏であって、やはり包観セL＼えぼ′辟簡汁i二丈きると自壊軸

に嘱望，働き恕寸と宙観的ヒ刑蒙るのであってほしい中　葉脛にも．

国魚した塵取（亀など）などの弘入口にはこの母観的なめがあるよ

うだが．この半蜃軌と包観の逢し＼店、いわば、亀乳t一、、、しセ亀子‥一一‥

との逢し＼のようなものであわらか、ものを働かす仏に、スイ＼ソチ堂

々、して把め勧力涙を落人Lたことは東芝し、。だが今に，スィ、ソナに

まって飼弼守る展望r督勧帝覇J革なんてよんでし、為と葵われもよ

うな婿底がこぬとも喝ら泊．

一一IS－
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お奉養守ヒ諭

封守　会　議連　語む寿寿二㌢って常激鴎存在ぞ、ぬる＞　芝しこ，それを守らなけれ

ば奮いも同然どある．し粟＼し，し甘リノで＼ある。こ～しわのルールがややもすれ

ば守われない尤日誌節敬か。そこには入閣¢意義の弱きが存尭する¢で濾ない

●．　　　　．・　・・－∴・・‥　∴・・．－1．・・・．．．∴　．・．・、二∴●′・．

ニこのよう私人　、ルー）レをキらなし＼人定のご、あ車　エゴイストな¢ぞある．

ニめような人が直鎖便衣を起▲セばと、ん電こYになるか．とを覿為より明らか

である。そIjや）レールとし＼カも空目芸人の作ったむのだから、人によっては気

に入ら払い流石あるだろ　寓　混武人なめ彗居合確約に渾られてしくるだろう

）L一心±灯らないYL＼ろ肇は啓だし＼けない草であるク

世の中には人々肘を蓬髪すむとめに色々なルー一山が沃のめれ乙おり、その

中で人々は毎宙に活動してし＼ゐ争　覇1緊急あり、音速あり．その偲数多くの護

摩や魂副群ある。大学には大学内力規程YL＼うえノカがあるクー葛1：入ホ㌧ノツ

にしても勝負事にし乙も人Y人とが窺う壌各にもそれどれルーんがあってそ

ろ車で蕃勒するのであるやケマンノヾう華やかな芝の膏ですら－をの書鳶は

都として－マクザにもマケザなりめに案とし＼うー膚かし－ルが存在してし＼

たではないか。ルール浅紅息女養ヒヒ虔痺なものである。

若い箸塞らも費するように息も大いにスポーツを賓賂するク　そめ遅蔭か一

つに采のわ老／Lにルールによってデーー△夏毯めて行くという虞しさがあるっ）し

一木心力なし＼ザ＿ム崖んて凡そγンセンスぞある。スボー＼ソマンか車にはこれ

を受電L L、と溺う人はし＼ないだろう）それな夏日二，易蕊な琴内におし＼てすら

竜三幾ぬル仙ル岬それはもろてチケ、ソトと痺ぼすしゐべきもめだが血が寺ら

軋ていない。杏、守ろうという意竜はあってもそれを書簡に褒めせなし＼人の

多いのミニは儀＜。もっとも婁餌な事だY、放っておいても踵に賓痺藍藩を功＼

けなし＼虜息もああのだからどうぞもよいよ引二窟われ酵であるが一どうして

どうLZ諷してをうそはないのである∂既にそれi二兎付し＼た入ならばそのよ

うなことはしなし、はすそある¢　それで私は気付かなし＼人のために、苦とそう
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を膏は

ノてし＼

し＼う拳を知らない人のた蜘二教えここの貫蜜葛訊面を考慮しこ，若干の誓書

’・′．・、■、ニ　　ー　　．

唇「有人も①蚤繁簡をます大穴零も膚かノ木瓜マ＼ソ手から鳩まったという寮

例がめる。ゼんな堂簡な軍でも硬そかt二虫東よ引去号がなし＼．韓毘噂は化学

蟹澤夜LZL、為のビゥ＼ら施療膠を東胡ろ細魚が多いク　二三でL＼ろ竃療廟と甘

煮溶迭労え於で風刺せられた、し＼わゆる火災の危僚艦を篠っ寮諺を蕗す．さ

て葛篭鳴らのやめ始れど大半の人はこの大草＜入って感炉沃化学葉酸髪した

鹿家最など↑九一に入れノ　藍も仕手に寮魯奉から塵ぼろとした上　ビ一一カ岬

になみなみと入れた濱廃巌と簿′′ノて醸夜を濁って行く婁髪覿かける。正に琴

閏のダンプ0か一望でも云し＼たい。衝更否もしため季冬その本人い）も佗人の

首へ◎放電が天さし＼だろう。こんな事髪云／1てし＼るが｝　今まで大しく奪取も

なか＼つたじ、やなし、かと云†つ才し亀だろろが，友軍の潔い．人数の少し＼本管冬に

・：　　＿　工　■●・　　　　・　　　　　　　　●　　・●・

生少しどう．なく守るためには7；亘にルール脚）し－ル乞いろよりも化学者の

、・・．・．・　●∴、　　　一、、∴、　■

賽旨め事につし＼て序に蕗べておこうク薬品廃液を嵐す麻にはその庭登と笑

こその蚤給を礫めてかわ倉て毎日でなあないと云う）レ欄ルを知ってし＼奄美上ろう

か。痺ドえ髄で実線蜜する人々に迂蒸してもらいたい尊は　空軍‖嗜下W大

恩の凍水管は帽下へ貴嵐に鳴りて蕃ている－め人々および蕗廟類に艶忍髪

かけないようにしこほしいという苛であるJ例えばキ＼ソフ。め菜叢の束毅を灸

し－　櫓下に芝のがスが■転がった場合に、喀下の人は常澄な衷登仙俵や園竃

と、ぼ硫化物となって大嶽貰すんで＼しまうゼ敦う嘗産金ノ粁化尊を学んだ者なら

蒙でも如／Jていなぜろう　”　を凍って盛産しなけ漁．ばならない。しかし′　大

至急回転三組た戯減額鑑乞うはし＼かなし＼♂　このような琶吾に、一寸したえ時の

享験為の兼敏によって大切な溢威萄肯威か県　噛下の人々にも温容髪かけな

くてすむのごある。比智恵乞してめ）レールを守ろう。

）質にくめえ煙草について威べる。孟壬か宥若‘カ甲には膚を吐かなければ、歩

丁ない，し→骨ば常飲のロ〟カノし範玄みの人はし＼ないだろうJ　それな正目二化学

貢湊望め函下を，繁藤登麿をくわえ贋草道きき膝々￥歩し、てし＼る人望よく罷

かける。教委の新二息にそめ達意をこれと人は太勢い竜だろう．温臥　回首

領にある谷嶽ゴムの工喝宏絶賛ヒ分子ったがノ　その正門にデカデカと馨か＼れた

「湯関へのマ｝す・ライダ〟等の思屯込み厳襟⊥Yいう葡教を簸てやや不義

象に潜った人が多かっだ。しかし窯呵著の畿媚lノニあっ千二「万一とし＼う毒素の

・・り一一



顎‾分功一とし＼う事も舞一三．れ月し＼」うどし、ろ書ヒなるほどと食ったらしい。ここ

だけに限らず石筍の製頚飾一石隠化学の工場・レーヨンエ虜な望化学工虜の

大港のヂ如意場円資産を勧分子してし＼る。煙草を唄いたければ嘆虜蹄で坂えぼよ

し、よ須二怒ってし＼為。琴夜の化琴葵験嚢だって危険雁凛芸を取救う専～ニ閣し

ては化学工感と一寸も変らない。壌谷によノつてはそれわめ工場よいし危険な

こYこえある。請篭、化学裔Yしてだ〉ルールを守ろうではないか。

こてその次良一も∵駄履雲の事であるク舞若鳥の車で琴閏乳寒．ニよって蔵金拘

る∵の下味腰至を賓じら甘し‾こし、るYいろ事を知ってし＼る人は忍らく少いだろう。

ニめふうなルールが材▲かためにある功か）それは麟一驚への藤吉防止そあり、

烹た薮貰琴黍の撃萱としての舞だしなみである。ある親しし＼部外者から以首

にこんな事を去われそその直答1こ限った肇がある。丁おもの誉巌では下駄汝

履いてし＼てもよいのそ寸か。あれ縫晃等LL＼そすね．書芸か工員じゃある苦

いし、裏襟みっともないそすよ。上と√。祢泉キ亀して下駄履き菅生の璃勢に乗

り嘉した。痔七、覇淀の液糖藩ブームに去ってし、ずれは驚かが荒せ海になる

であろう。各嵐のお凡々が頻々まして研発電へ現われ奄ようになったが′こ

軋め番人の冒酷の岬つに大学道東求、肴簡気・学生気墳などといったような

ものめ凝衆がある，それな飢二がラがラ下駄考票ご嘉下を濾歩していため賛

ほし＼やぼやもう何■ともだわしがなし、ですねえという肇になる．下駄履き賓銘

者には∴粛薬品庭虻宥えことか「ヰ協のとめとか色々な養親けがある日ごわら

オミ＼′　河も下駄でなくてももつとよしJキ頑なものがあ為ではなし＼か∴渚竃．歯

士淑班としての）し岬ル髪専ちらやほないか㌧

ところで尊射計で革「求められたん㌦ルすら守られない例をとく　あげてみ

ようマ　その繋釦二線首祭があり，文化祭がめる。凛広めそれらの催しの應賓

な肇とし＼つとわ．鎧鴬にはわない。巌く・れ勤の八度の扇蓼味でそれわが帝かれて

いるという藤がある。ニ付言一体何に環記するのか。色々な桑田があげ崩れ

ようが′　各は㌦人＝〟一一人が求められたル】ルー葛竜な蕎義時商を離し＼三岡か

軋る催しに参加するYL＼うルール一一を帝わない勇＼めではなし＼か。また，こ

の覇の直し、出しコン尺の簿にもルールを漁泉したエゴイストが若干あったY

L＼う薯夏頃し＼た。（各クラス香南の喝で暫リ淡めわれた㌦とし＼うふ鳥目も伝

統的になっているが－）し－）し｝喝白に周京王酌承知のはずかレール†一

堂栄親しJ上訪客の拳骨を兼題虫京ない，そして未だに之の賂最を改めよう

としない一部りダ心－73がいるYいう卦言この輝やかしし＼威線化学良のため

と屑と嘆かわしい孝か。二と町こも増してその哀歓なめか、新入旦敢鹿コンノヾ

こ上磯藍の宍簿多数云々の亀寮を観み，そめ藩竜の濠はかまに哀才も官感じた。

一一一月－

これ至芸竜

二二　五二ン

哀豪をリ

ノ　三三L

一ヽ　‾7

1二■t＿■・

つぎ・　二

二　才．二∴

二ナ丁、

呑蓼二t一二

・二．⊥、丁

亀　‾＿　　′・

うこと・

㌔苛牽

‾ニ妄言そ5

7貫．三、ミ

丑を答，

亨を卓き

下：主．つこ

きこ詔

と．つて∴

繋ぐ．、⊃二

／

具わ

モ●、．雲

そこ　よ

そノつ　｝

各人

う草生

ノよっ

紅＿一＿】＿√



こ

　

の

　

よ

　

し

　

な

こ
　
感
　
ぼ
閣
僚

●一　一、－

ちら。

Ij，

．∴

敵意

る書

目二束

なる

t　　　　・‘・・－ヽ

ヽ　一　　　、－

ろ7富

め替

賓成

7＿工）

．・・iて

ゝてみ

ノ鉄索

富もて

し、）上し

い十、

I　　、、一一

たY

■一・・、

よう

た虻〉

ンパ

ー、∵こ．

これ‡射場ぬかl＝その間礫にづし＼その不貞歓恵とクラス奉覇を態衷した一人よが

りの九√」しめ苛巨日舞めとによる主催者側の大書なミスであると患う。静零の

友雇をうながすけルールに鍵．ってん一山を作ろう。そして，・究めめ的た九一

一二∴・ノ　い、；一二．．

三て、素衡二繁殖し＼た二線孝の‘事屑を巻き鼓めべそみる｝号ず戚梢である。

われわれのようなノタ、人数の鮒では帝タの虜牒ぐめい好も商機奥くもないと番

うが、磯村ばものどちら。それによってお互に－脅⑦親し祝が湧いて素をなら

こん勘ヱ簡単な事はなし、だろう9　ニ汀言目し山号LYL、う上り線士奴軒としてめ

工チケ、ソトである。東に水塊使折である．ここにはJL叫ルなんてないように

ぎわ軋るがゝ君は芝の正しい礫唱法だ知っていきすかや　どこかの総領七で〉す

らホテんのWCl別便碍象を喝藍五七とし＼ら浩を固くのどか、わは．細めない入

射土折目こ教えよう。まず梗喝常后に隠ず率を衆昔こと。声椚蔓のペ一尺州を硬

ケこと。ただこれだけ。5番竃に組観頓のスイヾノ手の用りすである。ニ肌に

も簡単なルールがあわ。入れる路にぼ大きい者から輝次小こい零＼、与かも藤

にはその痩髪やそしこ必ず右手ご行う．紆務なら疋厳は寵にあるからイ　モの

歌は，等温牒出入りにつし、てである。掩人か鞄屋へ隠樋山でノ、ソクをしてま

ぶ霹各を囁いて蚤をあけ、入ったところで衝撃な喝嫁を義いノ　円部の人力許

可を格ものが）し－ルである。廊下をウロウロしながb空巣ぬらいめように賓

撃をのぞく者や∫　スーツと鮮って入って来てスーツヒ恕て婦くユーレイのよ

うな海をよく瓢湖＼ける択ク私のように戦争中に軍容め姥簸ごもかじった藩に

とってはとの敬い面の一つに野鼠の悪人についてや施療生かデる．その把、

演から茨へと憶境港じそし＼も尊が痺鼓し乙乗るが、今回はこれ位に酋めてお

／

具隠し呆れも云い「ごし＼〃学監藷足癖は紳士飯食ろ爾どある。やがてこぶ学び

舎を畢立てば一人前の感土として敏骨として哩の車に鹿えあれものである。

そ∂ような地舷にある者射し－）し皇軍L〕なければどうし＼う常になるだろう。

むう＝猷ノ臥上はきわなくても頃喝食滞思噂に堤お掛りだわう。

各人躍零度をもってルールを守ろう。そらす離」よ、どんなに購しい響かとい

う草生スポ」＼ソの畝ならず′　撃婁質権におし＼てもノカニ金星務におし、ても喪家

ノ・つ　■、；∴、、一二、．、‥∴1、・．∴∴∴　　＿・・・土．

おカリ。

く階級粛軍3喝キ鷺痘〉
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乳首音義を葡てる墓の，嫁入

Z転接　合部行男

大概落ちが誇／′ごあ竃）ク　藩・人とはその啓痛が静観に工等サ／日で軋た淡海

にあも人を二潅すめである∴㌢ト入園籠Lも泰入ではない、Y害え怒っ　とし＼カ

か言落的藤橋史永絶二三せる学が不可敬に臆いか坑　族に項力韓＜とは寄倒層

庸ヒエモサバトされた緑園が一室を慮じて諮醸してし、蓋人である。涛人は東

方である、節が森々凡人にも哲的なものに賭して寒鮒瀞層が高められた求魔

にな毎時があるクモの覧風に添、て猿人ぞあま上　策灘筏も射言合乙唆涙してし

貰う、聴、そめ状態がる豊1日こも叫簿的なものであも◎で，諒酷停滞が消え

▼こいる状態にある誓勘二審約なもめを押しつけられ竃と、それに夜鷹したくな

る功である。

葛事象蚤顎竜と去えぼ麗えが夜いが㌦捕んの肇はない．棒の鼓し、簸茂夫ご

力る〉　二道柊森泉になるうどいって史庶轟した耳だかわ何んの不足もなし＼。

このj鷺娘大仕事も㌦ケ冒廃り，もう摩れ乙束ても夜コそうなのにノ滞れる軒が

嚢はその反対管番竃藤牧に息わ軋てし＼る考慮そ初るノ　が，牟もって材か勤評

軋ないもめが解刺二あるS YL＼う鋸ま竃溶合の常態に且不慮森泉が・韓常に多

い、きず～つ商を上毒で為法主展裾着の應産蔵繁である．威産ニ‾百以上力嗜任

柔があったがノー麻糸カ何終に嬉促して下さったのだわら、と頭をかしげた

く灯る、払YL＼うもめを何も短わでノ　名寓さえも怒らずと虐庶さ首もた新一入監

蓉筑も脅々謹あれと寧だから～　芽常した肇で丁が私，感人にYって拓∴　司令

9揉鶉車のすべての督着金⑦行敏に穏茂之軋にと解来して、寮勘鳶丈史と去

しっと鉾であるっ私東立膿綿した昔時、草間でだ督裏金繁簡鞠を癌えた一部グ

．　　　軌二・、・　　　　　　・　、．．　二：・．、∴三　二・・．∴二　　二・●

牽し＼ので，その称鳶が島まった喝に再び百態鹿妻温れぼ白寿谷が薄魔に「覿く

という笠張だったのごす。ニめ主儀が正しし＼か正しくないかはう数奇の判断に

底セ塾として，弘としては覚淡め言まで短滝谷というものが沫奮これ，その

藷軒が可能左前まで臆し舶ようと書らのぞある。ここに墟べた薄根轟

ヒはし＼ノ′という革は韓常に衷常任杖態度ごあり上　各項人が太いに恥ずべきも

のである、官本に浄ては、賭車鮨慮審者どあり、浄謂づンチリ生成表号も寄

学者ヒは呵翫も窓掛に転入が考し＼のぞはないだろうヱ上甑を衷耳げも碗
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人は天
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してL
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㊨軒が
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常に多

力嗜任

しげた

新一入監

、竃思

えと太

一部グ

もニ1敷く

判断に

ノ　こその

！＼二女轟

＼・ヾさも

する渚

了　ノ・JY■二

立上げH．はヾ　吸　が鳴まっ「このも終った功も怒涛でに靡登に蛋頭していた寮

博士の工ピソ｝ドが′河か芝紅が琴南をする人々には手本としこ誇らしがに

蔑め軋おのを喝し＼た、ス闘くすもそオLに啓濫了毎のである。がノ放患ヵ一兵

としてJ　ヌー南風としてその行動水正しかったかどうかは、早通碕束に朴て

も未だ此画王軋ヒのを凱＼た事が烏し、一二の篭Lが錬葡功単軌主審が軍頭L

ZL、七囁揺なら範も鞄、令は民主主義か蒔代である。例えこめ鼠三や貴が与

えた日　とも正目二せよ、二心軋王室薮を催し直れ　よし「質し、乾合な麓言主審を

造り出して行く藤代であると遅　．この大切な酵素にあるにも長日　手鼠も喜

美滋養も惑本であわ各艇人、各々が勿わ抽為もカに和広㌢馬方．黍村人が腰

亘に笹終し一　生漬し衷い社食〔小こなグ几一つ〇から貰こぼ萄濠まご各慮きま

ごまな東金）を家き上げるという白魔ヒ蕗つ｝　とし＼う事が守めれているかと

㌔＼う翠には簸覇があるっ　民主主義と云えぼ、了ぐ′′畠覇′′　こし＼う言寮を頭に

浮かばせる人がぬると野う、が嘗定信主主菜とは冬極大、由贅牒上に支った

蛮制これ、窺知コ軋た転置 解釈あ薫るのきはなし＼だろうか、ヌ民主主義と

いう．Z‖去最も秀れと窟膚形態と貰う、何故互ら人種恕息というものは登場巽

壷社会から強まって以来▲　色々形態が買なって未たlそして現在腐らか‘乃形

そ金や勘二撮直してし、ると選うち原書すれば索魔安産放念から賓豪雪でのγ

貰疫入園昏寛．かγ叉であると言える。即ち長刀■象三宝簑こそ各種人ノ）入閣庭

を蚤も蚤大磯ヒ密層し経も形態で萄奄からであるっ甘木では民主も義が与え

られ之から豪産までの半日鹿茸し＼l案は戟序、一番ア番ったのは親任の天人

直なのをあり未だ民主主義とし＼うもめを吸収し力丁ってし＼なし、∂ご‖まないだろ

うか、それに反して尭々音怒号は療りな1日こも院主的教育を電けて育って来

た。しかし民主主義魔直の簡勧ブ‖三我々なのぞあi」、束帯の席碑衡詣尊的立

毒に立っ、甜翳インテリ　の姉である我々なのやある，戴やはこの野営を憲に

して白金台窮を高め、社食髪より哀し＼音向に融けて行かなければなら疑いだ

Jミラ1学長の苫窯に戒号に浄二部ミ恥、膿喪否認。正し湖齢で姐
二言㌢）れためもこの私宅主義号音てこ行く為の動じ努に嬢蘭であi〕、ELL＼

夢判断が　であると等し、ます．

文この、＼正∴LL＼判断力ノノとし、うもめは非常に大きな同琴があると惑う、副

えば．酔客のと胃′阜賢のム韓と蘭射孟占‡‖ニなると電化るとし＼う横動きこな

っていものかも短音しない，こか事には一般走各人∴政義袈途象ノ写生と各月

音に轟々簸多な愚見がキわユ甘しているが，彗琴関の菅生には綬熱意務洛なり

ごり正しい判断上吸ってデモな県　後々な行動を建してし＼るのどという愚見

空希ってし＼る人がし＼谷，しⅥ＼し私個人としては陀竿の啓膿、今賢の攻防務に

－Zト



終て食客塵が￥つた大部命の行観には来慮恕兼ゐガ㌦　明らかに法律や＿余剰を

尭して芸で行動を造寸の経緯対に簸これない軍だ、この男温かな京都否も翠

執以外⑦瘍韓で∴鬼鋸以外のデ毛をして暮　牽宅の大切な麻に腸を費げと肇が

あったd日吉誰しも賢慮に新しい争だろう．このようなデモを行う夢によって

社風、め不評を質し＼J本卦かデモンストし岬シヨン釧短慮を洛してい竃のでは

ないゼカわか。酷熱希にノ藩議も誌なりりという吉葉を殊レて包外ろ命を毎

から絶ってまぞ法を寄った人と，法を究して命、な蕃す八との喝には労い〕短it

f志し、詣カ産があるであろう▲　現在、よ0世紀の礪産に於てメ　この席蹄は忘れしっ

軋そいるので主イ‡なし＼だろうか、夢の桔釦が義は絶対ぬ最高必もめであって、

村人たりうまも）‾これ聖朝敵Ll兆すべからざるものであるニiとし＼グ準ぞ切る

産接写生め紋詣逢観にiよ礪廉がないが′　議の常飲という肇には非常に施療櫨

が食まれていると思うっ成産甘簿がたてば、．その終乗が零なるかも知れなし＼

弁㌦甘憲法に乳すも軍畑　その掛く勘の噂栗が襲な1吊ざ′′議〃そのもめ

ぶ諾覇を葱してしきうり　簸帝竃も軒鼠すべてが子を家定腰間す■ぎいざ今の螢幣

は材の腐常も埼七ない。藩もそれと冬く同じであろう手　甘本国嘗戎普九条に

諒てミノズ覇兼で鱒る0教敬呈通えた彗臥せ界は日本が武藤皇蹄っ軍を暮れ

だニヌ誰しも羊灯し箪箋まなの＼つただわら・官本寓寓語戊東軍された蕗】それ

′平鹿義旗≠　て宣啓示か蕗額を博した′カ去あるク帝が庇竿、寮裔裁拳腰で

は蟹艦隊をもつ苛は盈愚ではなし＼と掛号したっ無しもが訝九泉に何かしら多

少の芽南を感じてい毎だろうg　才九祭はあくまで合せ麻に猷争め放贅髪節え

てい毎、、一一一一一　審巌の乗数たる吸筆と鼠カによる敵麻草は武力の行使は観簡紛

争後衛巌する官学としまは永久にこれを放寮する＝∴〃

軒で汚しを学内に度しで、息が軍容に寮竣▲しモいの提琴内新暦の敢行¢争

ごめる。ニめ敢行に気温ってまずしなければなめなし＼頚底新牒蘭牒通産磯は

明確にし一　風つ獲カなも′ZHこしたいという草である。この事に呵しても公聴

会といろ形を凰確1ニ乳聾海亀の恵乳k腐った。醒あの当量金敷的そ同蘭にな

る射言草覇亀紳乙名しか嶺のわれていないさ又繚泉琶公募によ呑システム

に娼盈勘二兎諷されていず．風波の音までは不満な点が・多い、ヌ容量詮がボ

狛妥当鮭漁畢亀象も据わるので歓喝練糸肴として水練舷がなし＼軒であるq

ヌ筒音での寵肇で威喝誌の存立藩策にも鼠べわれていQ孝がもう一回り凰膚

を大きくして蟄塚師でめ何かや漆し食いの埼な求めようとし＼ろ働きがあって

しかるべきだと潜ってし＼ま寸，繁簡が各超人の間藤蘭対韓であるならば′　嵐

轟蘭東嶺である討腐食ガで一・一五ノ二もノ　　　J　こ一札からも覇いて勺テきたし＼

と潜ってい慧す．野中もつと何かをしまうじでありませんか一ノという静に“
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后と好かな患おうじゃありません牡」という事を渡蔑したい，つ喜。琴閏

で、の紆軌ま厳蕊寄倒も大し＼に葛の，て欲しし＼。官うな射ぎ．無許可にしてはし

いのそある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

咤塩の学監は喪外マルクスや」－±ンの首の谷野は野思してし＼声部㌦賓本

主義の官はあまり研究してし＼ないように囁いていきす。つまり、琴誓求研究

する今野がW泣倒ヒなっていも壌息が多いと思う。しかし学牒‖二於、てそめよ

うな慮々の主義髪封癒し話し合う肇が）泌尊ではないぼろも書、。譲諭してこりす

ものは厨もこ肌あに幅った拳はないが、籍缶は亙峯勺な怒し合いの威金髪脅

くもてば、彗枚のような風塵お琴巌では鷺叶首鼠よく塵′韓の空はないだわら

か、ス懲草笛一軍の過激歌が啓堅鼻を慮勧した宙磯がめって以東，春草、春

分鮒入監との零敗息ろ＼は等右行事の一つとして、廟の富者が言わ／れあのであ

る、しかし，この一部の過敏歌が隠した澤の苛政は、このケ薮の温観取にあ

るのぞはなくして．むしろ大埠数の菅生の蜃動じ三度び′′正しい判断カケを

矢し＼七事1ニめるので滝ないだろうか，学監の大多数が飯熟める動紆の下に行

動を蕃つこし＼たならば′その時－め翠鰐川阜嬢の歳々富で及ぼユ穐なかつにだ

わら。故に虎引去夜教わる挙j紆宝もち．督閏の禽右に大雪な恥だなもち，悌

功し′多大な落款をもら、すべて紳士的に行鼓しゝ▲しまの狩軌二賓任髪もらl

ヌすべての教患蚤Yは屈互寒解と寵藩の魔神をもっ乙韓守るならば＼数施牒

層長の恕渡硬化も蔑らき賓の覧関＿の見食塩白海がえられる事と確揺する、又攣

京風も、世職での正常な頚の轟主にモカ物をもに七ない塵勤′′　なし膝鐙射乾に

笹薮療らしくふく用汎も芳物をもたせて浣威した、というような青魚した例

に似ないように，乗患◎菅生衷心からヨ監解して、菅生がよりよい牢固監護せ

渡れ為ようとご蔑簿髪お残し、致し言7㌦

次号囁痛ノ藩寮及び簡素帯解サ

潔等腎？菅は嘗休みが終ればすぐ敢行する予定です，えケ　に及ぶ休部史車

の鹿茸習一琴凍、害習、液行，登山′貴翰寄マ一，・・についての啓礪′；敵告など，

堅気に慈軋る生落体廠髪簡虜にしてでしどし慮って来て下さい，

4回塩　鷺谷審束

〃　　草刈知者

ゲ　　寵頑毒矢

3風吐　太下暴落

〃　　　沃野教案

え牒引主　音融」碓

ヤ・食弁改孝

〃　　碩本　繁

′ノ　　　磯子エ　ー友

／回生　東上隆之

ノノ　　　河東・了】
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匪　痕
‾：‾二　耳‡ナ　ー

ころ完

璧蓬ニ

ー　登

．・、三雲

三‾く　三

覇はう了う写牒㌦、ていも孝があもJ塗付王者溝息ものぼ零し、とし＼う博で、ある。

肯髪宣子むというか．押隠しし、軍産冒漆もドイ＼ソも大囁きらしい仝　監だって

一一・　　　　　　　　．　　　　　　　　∴¶　　　　一　・、　　．．．二．∵㍉

生家た。えは比め魔の晩儀ではニエ〟ルンベルグの裁判を叔ったものに涙ぐ

え竃官のものだっ亡と惑う。比の新二ヒットラ〝に率いられセナナスの勃軍

都か写実が虫て家る。あくど、い迄か仰々しし＼根肢の酵素が文字鼠　痛堀入ジ

ぞ五号行渡忍しこ、ナチス一差の威力の哲赤をし濠は生す為．一風華やかな良

一∋行息は七か泉南での敏子ユ釦をヒおゝいメPうの無し、常宿二がつきまとって

いた。■♀一鑑の虜転では全電力、わ象った曹㌢聾－いわゆると＼ソトラーユWダ

ントー一夏寮閻ビ勤労奉仕なさせているところがある。こゝぞと、ソトラーが破

軒k激励了ゐのぞあるがその言葉がなんと＿ノノ抒豪のド中ソの青草は替庄高く

丁めりとし．線条はけいけいゼして云々〃【という何とも重患j亀去る馬鹿々々

しいも詔であるゥ　えを大空ようなヂエスナヱアと咤え為やうな声でやるめで

ある㌧．えに対し乙膏を峯は静きりまっtやうな碍子でと＼ソトラがに淫観を奪

う。蕃国儀好奉鹿をしなけせいゴなわなくなってし、るとし＼う胡勿っまつたま態

が芝蕗がかった魂敦でうまくぼかされ，喬も育蚤等応えに気付し＼てし＼ない。

比のような蒐寮は敢終車の官本でも隠分あっ七．その寮たゐもめ掻滴億七窓

びつし＼仁一塵の国華整数であったように啓う。同額の凍葛岡箪義常置の剖傑

錐やを賀、暫寒塵泉看乱凝々な敬や鰻汝がめった。裁そぎと暴して族草に水

を浴びたり、積雪の顔立ちを静粛して之を碑鑑に絡げ付けたり、寮監かなも

のぞはチ八東、日の丸葦薯、杵や十到寧等々ク兼固主義ごあり、せつな的で

ある）名鑑艦がなく】産醜艦がなくJ　監産塵がない。薙カコを掃う飢こ少し

と′冬め零向に集ヰこれないや　えご、はゼZも同港に払わなかった轡である．

諌鞘符破線択乗回の鮭藤田ぎして乱匪な釈義で薄立って行く阻　蕃庭の舷雛

関では抒夜露やがパイプをくわえ乍らレーダ血で腐知している彗負をみたと

き慮、ヨヰ塔巧隻各琴庭の鍵贋なまでの魂三を轟けたことはなかった．えが当

り前なのである。吏請な苛、細々しい鋸くりで常男＼しても・芝のようなこしの

は、－降船、む、めり、亦郭に店通常するものぞはない。署から糸は帝尋．大ぎ

ー24・一

一

■

i

l

l

l

F

一
∴
示
、
二
∴
∵
∵
∴
∴
＼
∴
∴
二
∴
　
二
㌦
∴
∵
・
、

蔓

　

　

　

　

■

二

　

√

h

　

㌧

一

∵

　

－

－

　

　

ノ

．

＼

＝

こ

　

J

　

－

、

”

　

■



ミ＼影、去＼一．

ごっ　こ

如実嵐

二涙ぐ

∴トご了

打）、リ

＼な¢ヒ

：って

L－ゲ、

・がコ疲

こ高く

と々々

〉めで

は零

淡簡

こい。

二に詰

寄I！裸

二に永

l：＿し－も

的で

少し

舷鋳

たと

押∵彗

ニLの

大ぎ
・

i

■

喜

・

！

！

上

t

t

i

i

去るな穿′代り㌢する髄質のないようにしておけと云いたし＼めぞああ，平素ノ

だ直に渡鷺師でなく工壌軌二∴　実琴的そなく賀尊約に仁人間的でなく食蚤的

二，簡約で、なく敏和ニ／巴藤ける頚が大切な巧だと整うク　纏入園的にと云えば

人文喝偏の妃を牙かあー喝をくらかも知れないかぐ、とかく孝賓はそのように

すくはなし＼噌そ知らぬ顔をしてし＼青いよ■、ノそれで呑んでしまう肇である。

追、豊も1・
4回を　近藤・孝：諭

中野ま牙ミ　ボ∴　闇登に経国ができ、いわゆる番人が∴野蛮人としこ牽虜し

てし＼ゐはずの，‾これあの転々に草々簡物を贈って′　よろやく紋服お魚が軋て

、ヽた蒔耗ぐすゥ

しっ＼しながわノ　嘉か雛では，透見あ′ミ＼れt　女官蓮が1±大な邸宅を贋え一　夜

蚤となく隻を開き、執魔のどこ刀＼ぞ　賓賓　素養乙か戟し＼が、行われていると嵩

、想像も虫菜ない麓でした∴

笑め文官塵の串でもノ　≡打だ澤十㌢少し播－え早産の．罷るⅥ＼むにど＼っしく〕し

た、呑め顔め、よく肥えた署が．きわだって軍につき、その男力上位と害わ

れる人々も，もめ努と竜写経には、欄廉廉塔のムードから′　苦るぞ接が適に

去るように私見ました。

三の労は、桑と去り健を蘇ら．あ②奪岡の，渡せの滅殊に、一番で合格し

その蔵店、だれかわも達家これ，材をすみにも，苫ず轟にとずぬ，又狩れ

二号したが′孫産をめ与えられた壮挙を1せく㊨し兼のなし＼眉㍉二うまく処媛

ノ．司郎こカ人々も．戒だ月，魯窒がら旺てし＼ものを、僻む嘗さえ慮れる塵で

ト

貴意、地方の、名門車の各「了か象に生れ‥小さし＼蹄から，人々に丁勘こあ

っかわれt　学科をさせZも，碑を冶し＼そ、素清bLL＼ものでしたク又、額窪

へ一膳　肇力雪も方でしたのぞ．鬼に食寒とはこか車と．昏々太ったもので

了。しかしながら．娘は、無訂鮎に、■土の臓に′　くユヒ鉦二、渡り切った式）け

さ忘あIjません¢鳴き言、物心っ＜頃卦わうでに，ある物を、寒恵親にも′天

ァ一二扇巨ってし、蓋しと。毎食が、そか物を亀戦守るようになると、樽々，竺軋

土子贅が－j、入江＝こしノ　しかし．とれな大きくLよちとしきした。何もしな

＿、で、幻勘二大きく亙るなん‾こ華は、竃が扇丁ざます。7‡＼えってそれは，車

1こう一一



こく罵り、ニわざしこしまし＼百才，

だから▲根臥　それ包まもり、漁夫にてるたれ　韓常な額力須釜らいまし

た。ある肴は．彼に酎寸るもめかと、・一女藩命宣．ついていこうとし孟した

が，叶うはずがありまセん。やボて．解は、腔の肴と、くらべよろもな再瞥

九　大きき　物　療、、　のの廠履、帝も．大きくなわらとしてい毎のですノ硬め

毛唐はJそれ空手し毎食の一番大切な膀隻もって、娘の対な洛適し　ある潜緒、

㌫濠ヒある羞甘地嫁準あ蓉車重、馴噂こくれるようにた牒
丸ましたがノ彼が′　閣くはずがありきせんさ人々が′そあような挙兵守宮描、

雪量ノ経、噂々、自分介終っていも窒な、蜜かにし∴牽り高く居ろよ引こなリ

こ　し言二】

二月ふうにし二・酢十励須こしこ、長官になるしろは．もう終間の間葛だと

ミニカ鼠宮最に感づ組て、著大も，至純を、芥賂韓と信、潜ってし＼ませんでし

た1との頃の希そあっと．顔粟一髪喋って、長官になるなんて学はl考えても

い烹セんこ＼したし′　モノしその慮な哲と守れば′　痕の磯瞳天草にしている繋生

えも号もなく　してしまうのは葵祭の肇で78

月79賢、豪盲が′宗を攻め、立論主義の宗は、合くノ　あっけな石　滅

亡したJ放麓淑音の，葛藤の末路、あの栄華を替った文盲直も、頚落し，下

級音更セして∴家盲人，亀召人の下で′　こつこつと′下仕事をやらせてもら

う針が∴喝の山であった。

帯電を，竃の首にしていた、孫にとって，彼の史蓬、初めての緊数であっ

乙・額づ、ら隼娘に乞って　見るかれニー無智香にみえる。家事人∂兵藤に

どなわゴし　鼠、噺にされ′た奴は．そ曲線．宙′分乱　撃を．希っているんだとし、ち

苛を潜し、虫し，この東ぞ二芝の大切なものを与えようと習ったクその縁郡、彼

鱒ノ今まで太宰に育て上げと最大な嚢は、冒もと慧らぬ密さぞ、濱え去f上

夜に凍ったも釧言、－覇鋸＼こな、罷あかあた．みすぼらしい，蚤廟の∴責

錬だけごあった。

聖の顔，城は家事亥の下で，下励まをして、乾漆を藍った。額は、令まで、

希っていた．穴研な髄を籍七ないそし、る挙に、卸めは非等な不磯を啓じたが

やボブ．それを轟たないでいることが′し＼かiニ収塵であるか、今まで宙ノ倉が

塗と怒ってし＼たものが′全くつまらなし＼ものであ勘　くだらないものである

華を知り、今では、覧滝の，よろこびを欝じな牒鳩，その雷たった｝つ舞っ

た壌琴が．尽く宙感冒ニだんだんY美しし＼患発な息を，出しはじめているのを

好けていだ．
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し＼Dゆる壕生藍敏が塞▼々の草薮監護ヒ鶉＼て占める比盲か一一れつである撃は湊

軍部台芳念が、蘭学直之射乾の学外政宗固体に斉侵してし＼なし＼にかかわらず

亨案やある，二：の十村隼かの草竃を経て兼ヒ菅生捏敏についそ、今叫蔑じっ

ミリ奪えてみよう）

まで学生遭勧七椋何か、柵卑生の行う社食への藤き佃†で葡萄♂

とれそば牽壕とは村か、鵬大学に学んでし＼る青草蓬であれ

もうーっ大草とは阿■か、

ここ太尊とは－原村で計石十軋

大学とは、管岡の1貯蔵生行う藤であり国務に教育の虜である〃　そしここの

爵喪にしろ－準膏にしろI最高寮か峰で勅〕耽る故′大草の翠を・叢電撃

挙とも将がのぞあを。又それ攻、大学に掛ては、研究し教える肴もt学ぶ肴

もノ塔に賓理の凝求を胃的Yするわけであって，この豪産の凝東のためには

手段．賀東互いったものには何らの劉懐も琶けそぼならなし＼し，一客それら

二女しこは∴正しし、埋解と竃知とそれノに恕えて冷静な判断を下す協要があ凱

二TLらの手練～　賀轟の観衆が冒歯である事、又事　奴入変格竃たれ　実部をも

てて最常に後事しているし、わゆる社金人とは賢な勘　考璧」よ督命の全くの台

雪恵急により、掌恥二従嘗している牽かぬ，大学の肇を畠宙の敢蛍ともいろ

誓ご勿ろう，

ニめ貰後項東の覧蔚・魯廃の厳蚤ヒいる写壁は、学生として，筍酪！二媛底

立合を農奴する池各人の－寓として、日常を簿に掛け海谷て◎出来音に対し

料学的に環－りのない判断‾を下していかなければならないのぞめろう。

二の應な短軸に対して濃密を諌める日常を誌の展み唇歯のうちか拓，し＼わ

警　こ曇る一緻汝各人の繁ブかぬ商家ひいては官界の正史の範恥を，参政展と参政

っ義務を蕗っ恕食の鵬賓としての学転の之感から，卑見して濠礪していく一

宵匂、展凍的には破乳隆肴，教育▼辛抱寒々に対して励至かけを行うめが

雪空直観であろう。乏しそこの昏密な私学鮎薦兼かわ射た虎きかけを助ける

ニネきレギーとなるものが㌦菅隼として一の簸しい倫獲静、何もの仁も勘ヂ机も

ない温義隆、青春の嘗艶、嶽立位である軍には．象喝の永池がなし＼9
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ニ通学生螢敬のもつ塵登と，賓を行われている草生盛観の碍盈及び、乏め膚

農を鮭じモ緊因を知る嘗なくして、し＼や、知ちらY写る挙もなくして′　ただ

ゾ′／単に「託駄⊥のとめに管空虚軌二目をとじもとし＼うのであ普いざ、節わ．奇襲

ゝ‾ig　　●、∴＼：　・■　　∴‥、　●．・・・・、ニーノ、．さ：’日、・、．．・・．　　－‥・・．－

それ鬼，大誉及び他力大替勘二与える大きな庸啓は柁ヒ繋いであろう。きあ

少くYもノモノ》旛！ニ慮賓射三裾こそ以格に啓断柏が焼き愚雷電、「有籠な

る及磨者である㌧〈司路に、綽士であれ。⊥というモ＼ソトーを各っ本尊にとつ

－　‥・　　　　　　　・∵一、・．、

豊富しそ、はなぜ「濁点」学監逸敏がこなく社会に長篠コれなし＼βであちらかク

芸す、君えら紅も夏日三．せ罫の膚饗再＼く1三も固関属勢に対する茎寵姫判断オ

戻りで＼ある．客観約判断の祭りは判断牙宏の漂リヒ起因守るJ鷹野半再軒、！免

状の倉新一といったものを正雁に行うにはl　争芝で経って東、かつ今簸りつ）

ある漫々の現象に対して見入観なしに「溶き億いせず⊥費えめれる各てめ亨

・て　　　・・　－　　　　．・　　　　　　・　　　、　：．・・：　　■

匪七で、して「あリとあるもカ丁肌色は公蓋なりぅ」といつたす諾空谷新し

TニYレこも，Xを九がその甘藷に封‾しては寒葵であり締拳であるとしても、

乞富し射たどを虹だ甘め肇で′　正史の充乱を正題宰ぺヤ＼ソチするセいろ蹄まで

日去とても涙ぼなし＼。こゝにわざわざ敦寸書でもなく，入官観が党にききて

から入閣が世に現れ仁のそない￥同展、判断官速が－きまってから、厚賀が髄

っLかそ広ない∴阻史公賓妥掛敦が何と太ぶうと存産するのである♂成長度

空夢銅ロく刻々と贅叱する魯てめ争象もヌ敢展として有産すわのそある，

こか乳経ぎわ孟弘法各を鷹寮に鱈漫するには．今までに台各が㊨冷め「もめユ

ー二している全ての挙雁首宏ノ　鍍ん＼藤覚をフ山二二　かかす必寮がある．もし「蜃

伽二塁二七てご岬つか肯悲しかないク⊥　とし、らのぞあればノ　去れ措痛風、否める公

双に者えあれる射三号の厳葡方速であって、　乞れは磯路的姦敏應セいう

事である。こ　い宣誓を凰観が啓介の政志努力と鰐′滑湯谷である，藍にものべ

た風か外部故事顎漆に加入して，そ札に与る軌的な琶するといろ争ぼ、盲密

の厳壁そめる大学′　台東である率によって常態な薬理密謀か学狩に覆る席薩

を失わしぬる、事は賭わかである。まして勒賽を上がも苛にのみ熱車するあま

その宣蚤する斉が虜敏酌にな県　露和に判断し、遍親し′その鰐泉表明し

ようとした審理を唄って来るようではナンセンスもはなはだしいY太め拇ぼ

ならない。こく銅賽な磯酔顔手段が「草間訝究及び軟膏分場⊥たる大学本末め
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本来め

度命と青海している撃は余りにも昭らかそある．

ヌ▲嗜外の努力と鰐んで東金漬◎賽力行度を行った湯谷、大埠短篇鱒同軍

萱のぐって　せ潮から猿解と東経を受ける音ぼ令書での菅生盈勤め正更から

■三つきりしている，韓各迭な手段を昭いて′　転宅々薮を守るなどと去っても

・・．、．・・ごJ　’・－、∴・・、二．

Lうーっ務えられる夏日右主観教と友主嵐敏といった扇托漱同義向に毘ら

しも三堅忍の争奪である。本末の渾生温敏の冒豹を忘軋ノ　ーー一人前のプロの故

モ畳替＿どUで党則、党一過のとめめ歌確奪いのみをやってし＼る東空に目すの恵殊

二三一ノ＼草である∴妄亀玖髪凝るために礎義和こ像技に立とうどし疫癒牒ずり

、ラインを芝わだたせるため、もろ一つの歌との賀豪な其浸かを薇をひっこ

′・　一　つ　　　　　　’．、■・、・．・　、　　　二・、　・　．二・・・　　■、　　　　　　　・

舞毒が魚礫の小さし＼廠鷺主観の醇港のような胸であるゴ　その應克「廣初に泉

蛋しまう￥した芙密の面あか＼ノ　食感篭められないわけで＼もなし、」屠蔑力東軍

を轟　きわい　眉宇力主最を漫二時巌に「高尊テクニ＼ソク」を喝い，わずか

宣面影に祀茂ひかれてし、奄菅生を「観笥⊥し∴宣蚤謡穂虜のためにとつかみ

に直観するという撃ヒ一体どういろ尊味があるの、だらちか。

それでぼ次に裁々は替佐蜃軌について度し、天草婁葱のうあノ　これからどめ

巌にすれば良いのであちらか．

それはきず牝の希え－　書簡を痛喝せずに，合ての水食現象に沖して登命で

老斉し1割剥する事のできる蜜嘗な感受檻を番う事．ぞあろう〃

宅してそれと喝醇に，蚤知ヒ痘べた篠に義礪し拝し、という惹罷なり、書零

なりが裏て薫れば．哲膚髪もって蕗と頗軒を絡て一　壁々ど首責め裾こすべきで＼

転ろう。

Ⅹ学力痘藷はわずか乱写である．二分A等二の磯にあらゆる等蕗、事象に対

しての画餅力の蔑牽世太守聖啓を緯た晋に臆する慮賓のものとして塔なけれ

ご‾．．、、、　　．　r、い．・　　一一・一、†∴－．、・、・一　・　　　、

したがってマルクス・レーニンの象斎壕漁　ヶパンズの敬語穫輪をマスタ

ー了る事は菟んY、不可観であろう♂　しかし首よねなしリ怒野でもって物撃を割

線するとし、与奪は，この■両度治を覇いて挙膨「するどい　事ではなし＼。吏寒か

らあちこちで書軋らずながら栢回も感べていあ寒にメ　零は宙家庭YL、おうか

要療‾カといおらかト我々が叡尊寓眉で樽たし＼らいろの「ものめ者え甘」つま

・．、．・せ∴・・：∴●・＼　ノ∴．・ミ．、．一、・．・　－、∴二一　・：∴・．・・　　∴・・：；、・∴

二三∴－＼、・　二、・い　．－　∴二一・．‥　∵・一三　　、■　量．・、、・こ∴て・．　　∴・・

一之巨



なってそき上って来るところの静廃艦そある．

こ①滞斉，感膏賽に界力應ヒ蔑み同緒にするどこと草なえた好意底でもっ

て尭各の金Zのそそ事に正面から巻リ正しく寛、宜しく壕解・LJ　正しく挙再紆

していく孝が轟も婆まれるのである。

・－∵∵′　∴・－∴二‘－∴〔

盲と…叩州帥＿－仙叩ト＿州叫

研修生　長瀬魂

／〟乳覇の瞥安々孟監象り一一おそれとも静止符が肴七れた嵐ヒまた新たな

鼠竃が慮って軍3ケ冒jこ）にこうして亡斗日日　N a簡素を頭蓋乳て普くに

登る冒　■慈うど凄く－…一一り全く蒔・の曇っの良軍いもので∵す麗し

そう女官の3日でした。スタートを知った冒．それ以賽与えられた賞薮に

抵確に，その絶奇々の劉二藤をっし＼やし　芝してネロ、今、好い直してみる

のそす¢

私の恵澱路程は全く筑亀のせ界でしたぅ　乞れに準えそん単音をすっ骨＼り

竃托させてくれた舞大のZ草軋　来客の尊慮から女学務やを漬し五Z草軋

それば恕冒短日が台命な申二蔦葛敬することができたえ監画でした。

訳してYどきっている養胃で戌な上　腐かにこれは習合なt）ぞしょうがそら

終承していますし，葵磯今冬も準偽のないえ拳固でしたぜ

ヒビ尊慮の蔓気には蹄かファイトノ　いや■激し⊇症だし、ぶ架けてし＼七慮羊審し＼

音す。そまu離ヒしまのために打ち消蔓れこいた慮やすが㌦やゝマンネリの状

態と指してし＼う事がで苦るでしょう叫べそれ」墓場らかに安夫とL＼う名が示

す直り、ヌー敏の八が簿親し粟ちなをえで亀専守も八が私ら軋る雰覇気にあ

ったかわだと漂います∂　官命を兼に上げて∴

予もやはり官かま恵の単向的な谷野に顎＼ける束草の原発とか物理の節嚢を弓

的ヒ勉親しよちと襲わなかった代田二ノ　より以上◎百合を岬よ刃以上の

台ノ分であってほしい、番田の堅滝をフ山こぞってし＼きたいとし＼う寄畑と有婆

と晋と－の蔑衛から瞥んでものでした。

京薮的牢固気の車に．しかも御鉾を棄麓リド凝え寛亀的畑芸常吉恥㌍その堅

海軍、何はともあれ東兼漆箸である嵐でも準為所はありきしてと、そう確かと

琴ノ枚に乗れる屑とはない二歳鬼く支敵守るそして台幻妻濱滴とでも云おうか

・・・・・．　●・、∴、∴二‡∴1；一・J＼、：土・∴　●－＼＿、■．　．
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その痘
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1工・JJ、・

L、やむしろ．これノあは単なるロ寮であるかもし丸吉せん。というのは、

羞尊の落勘二は嘗番を希ってトイレヒ腐れ　し）やな蔑義の勝暮細河でリンゴ

をかじり腎らし＼つ富でもぞべリ．全く埠竃飴料あったとま丸ましまうヶそ汎

ま’かOではあり昔せん。

こ、くら乗数的な雰簡気に包まれていると去っても替ノ技量膏は普通の腎凝とそ

覆らなかったでしょう。それ．にも急して私が竃鼓し了ぎためかもしれない

がえにも審し＼た感に鬼塚の落潮一本葛に滴を橋ずる借欄下ると九は薄着で

慧くとも、包命の内からけさ出た絶なる気薄らの表われであったわし、ざ知ら

ず′半ば遍制動こその賂磯を迎えさせられてぼ．はたしてそか嚢喝している

も定日二かなって∴＼為かどうか脚

看た激痛と整う亀概のつながりに対すゐ簸感の食はかえって鹿葡きれたかめ．嬢

でした♂つまり非人的な，大磯と大南との衝秦ごはなく′　初と魔セめ療梁で

ああかか細くに。亀簡パンスタント絡武であもが為れ　親机雅菜或であるが

為か知らないが′いわゆる商品の売買の触くじ思われる面の争でしょう

多食をの短＿－。　息は曽爾的な面で頭を使うことはできなかった武田こ

こういう′ヤゝこしい事で頭を使ってかってに暫えていたのかもしれほせんク

と！二召＼くこんな車にも廉しくやってすごしたので守男＼ら，今かめ愚えばかな

ジヱ胃液であったかもしれ音セん，

琴薇婁藩でも象鼠生活でも‡日々匂泰にそして免疫ある車にも蜃由に対案

に宗って立ち濾んそし＼けるならば肘。　それ妖たとえ葛藤やあったYして

も一一一・・一＋。

争置，およそそれ息ヒ襲った一葉強暴草の席数素守る喪験台メ蘭富、東だ

あ汀の戚ノ織の立ち造ぶ芝んな部蚤で〟各署kすごすことば、をれこそ葡1二代

J本号の竃倹かもし紅孟セん沿、そしてよくしゃべ県　よく食べるのは零せ

戦iコザ学畦には来週であったという事変改めてしらこれ孟した。多命こんな

等が泉のニゝへ寮てから頭にノ入った宵でした．つまらぬことかもしれません

質これまた宅番号も上に勘唸啓で十分な家路ですもの袷や

払業にとって一年とLUbもの房∴；ご酌ゼ甘薯雀な習そしよう．生動たばかり

念′〆＼司がやつと立てる展になるめも一客′　養宮水冬宅芝の醇々のノ折り竃丁寧

宗法、決してもどゐ頚を知らない永亀のものです　私はニ）で－変温漫ヒ図

号為苛とやる二七ヒなっています．いや旨そぼそ乍らもJPUつゝあります。

そ分線は〟わかり彗セん．一翼後にまた‘′今良のことりど慮り逸って款

組ゴ点すかわかゐでしょろ。これからを胃を胃のその燦に。嚢絡して。

⊇よをかつてな膏ばかり巻いてし言いました　ぞも以上は香色の肇です。

れ3ト



ある男の汚　岬その折産脚

4回を　西久保敏現

舷の色めよう寸夏ノ登をす東こいると説も人もあっしが．たれは籠しくなし＼フ

昭にはj首頑∴そんな歎希はなし＼のであったp　これは泉が戒かあ息壕に蔑

責め，そ拙く式潔し＼Yして′戒のその髄三者は、葉蘭にも賃金が嘗かった。

多くの人々がお劇を奉し＼ているのFノ　ハ人ノ左劇を歩き′　しかもノ下を面し＼

、　　　　－．＼、・．　‥　・・、　　　　・　・　・、　　　　　　　　1　　　　、

射ごきって薄行＼て・、、、た。ビザその次に食ったと芝もやはり左側を歩し＼てし＼七。ま

・＿　・　　　●∴　　・、

空の翳はし＼つも簸て了で∴松炭貴腐をしてし＼た。敢観老中けた確老細灘て．だ

急二フそし＼ヒゥ弔事のない破り，こちらから捕り甘さ勧ぎめったにロを陶かな

かった。し重＼し－　収が乳腺壊尭七切では蒐いこセ店，娘が．膏命に嘆味のあ

、　い・、　∴・・・．＼・ミ∴．‥・＼．・一、・、・・、・・、一・、十1　－・●∴＼・．∴．J

食った。

その雪はノ　もともと．息の領息ではなし、。YL＼つて合くの他人否もない。

なんとなしと知甘食っ千二のど。その嘗‖ま痙舞妓噂であった・そして．し＼つか

蕎癒しし＼ヴ■）レヂソングを轟てることを」生の啓にしてし、た0癖に駕わせる

と日本のヴ申しヂインブ滝、漆の放し＼方が下手だYL＼ろこ1こぞあった。娘の

こ』書凛髪膚実射．そ哀し＼かどわか私には各らなし＼。私はそ頼二専門象でなし＼J

そんな夢を塔わながわ　艦のよう寸は　巻くそう礼えなかった。そらし＼ろ

ところが娘の額づ敦そあったのかもしれなし、。全く、彼が河を肴えていものか

は、刊、なりつき金っている泉でも命むなし＼ほどぞあった0

一・　・二　　　　　、　　　：．・．　　－　　　　、一二・・：‘●　　、、　　・．、．

った。えのこととついて私がモずめた蘭も婿菌ではけだまったままであった■

彼はアパ〟－卜め近くと′棟の轟家事番組をもってし＼モ0

しかしその車はガランとしてし＼て十一毎日ニ任登場らしし＼ふうすぼなくノ　教頭碍

め直選が申しわけ靂度に馨れてい為把こ，ま承め等貴が啓に駆ってあゐきリ

ぼった。奉務所には、その撃の絶ヒ人はし＼なかったっ’Lで＼し按は別に艦し＼よ

一圭一

う才はなか

はいえノ　そ

息ヒ患った

芝の僻はし＼

てもいなか

一一　●●●　一

之の野と、

たっ　憲二離Jを三一

号の努はこ

ったっ　いつ・

うす1言叔〔目
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亨＿、一

夜

ヽ　二，

う才は篭かったゥその常のあおてたのをっいどノ路はみかけとことがないJ Y

はいえノ　そめ層も〝かすみりを食って生きてし＼わセHJではなかった。簿諸、

払ヒ食ったときなどノ　蟹命の今やっている桂率につし、乙雷をしたQそんなと

きの叔はし＼つもより少し気色ばんでノ橋熱細にみえたク　しⅥ＼し茨して濱魯し

てもし＼保男＼ノつたLJ　予疾カようにはしゃいでし＼ゐ軌†でもなかった。し＼つも

冷静富努をあったぅ

その努と別れるときト私にはi　そ⑦学力墳者がひどくみ了めなものに悉、

．　　　．　一　　・・　・．－：・ご＼　・　∴・　　　・・二＼．

芝の常は知り合し＼が少なかった。私立聖1二かぞえ乳屠しっ＼L＼なし＼乞う寸だ

った。いつも㌦人でいるYきの‾方が多かつ七二っ　一一人そし、ても敦して親しし＼上

白谷と缶命のjeの車で話しあっているよ　そあった。乏力男七、＼つも州入官

つも二。

●　　　　一　一　一　　　　　　　　　●‥　　■－　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　－－　　　　一

遍恵は岬一触ニ「王し＼ようだィつたっ少くとも輝の養液鋤＼わはそうだった0あ烏

線に′繁簡する気はないのかとたずぬたことがあるっ　之の脂も被はだまって

いとがノ　ただ一言′′なかなか寮しい句濱だ礎’ノヒ潜、え言二。

そんなこYにもかかわらず、ノ　解は漉く番場するのそ官ないかと番う。叢正

風は、解釈菅の人と一線にし、る巧をみた。之の官の人格、およそ戒の入礪！ニ

今田もノ殖産、左劇を，らつむきかげんに香し＼ていおのを糸は果た。

1二二一一



争はな蔓忠孝を極左㌣

摘生呵霧京成

思し＼温畑どもうー≠ケ胃も前のことになってし言った。

丁無慮・の漁が落ちるが顔く亀は去ってしまったり

臓竃かあは永久に割れることを争どんも乾性で滴習いやその静夜にも二威儀

ようヌ礪軍も芯元気でと盲し＼食って割れたゞげなのに、互いに宣したわの刹

乱打吉葉が亀と針貴賎になろうと隠　一一一一－－。

恵にはあの頃の天堰は癒えられなかったのだろちよ、ある竃かめりとこやや

かに療軋獲ったと慣丸ぼその礪るロに鎧一段と冷えこみ、が赦しし＼∈‖二なるよ

ちな不壌な日々が乾し＼たかあ虹でもすヾて嬢が零し＼んだよ、ゆるしてく∴れ

とまえ、でも蔦も費故だったよ、すべて番った環かなお穏コんめも七ごもう

少し養生L t．もっと気桟もよくなってかめ礫のところへ来てくれゝぼよかっ

た軍に、それにつけこも礫はすまない、亀は藤を席簡してお父エん宕啓さん

のⅤどなとび放し膜の塵にとびこんできこくれ七のに榛は何もしてあげ庖れ

なかった勺、今から払えばあゝ写ればよかった、ころ写ればよかったこし＼らし、

ろと思し、一おこされるがでもあの雪路は僕も一生藩命だっ管用＼あ嚢上

條は各でも一番儀まれ竃の監もつともっと食感廃し、鹿いに繁茂づけるべき

だと等ってし＼る・ク酎まごまんとかおうどん庄韓常に牽きど∴病人とも竃えな

いぐらいおかすつりを礫に啓求した虹でも亀は敏男か蛙最短頃はあまり骨きじ

やなかった鳩さそ孔にもまして霞ぼ野最を愈々食べなかった刀＼ら蘭、

あれに尉笑もどらしてよし、力＼鹿茸にくれてしまったよ、又横瀬あまりにお

嬢寮すぎて寿だ気風にな机なし＼番の易体に鞄躊恵三すぎたとも席と、ます。

さぞかし蚤も寒三でつわい零し＼なしたことだろろよ、

予も捜し、凧だったが横の勝目こいてくれに勘言叡しかったよ、榛は養富の誓痔

が顎、喪し、はりのめるものだった。牌は各を覆しました、せんなに覆したこ

とでしょうや　恐あく人がこの世においこ罷するもめが何であ虹　之乱は乞う

大したこ￥ではなし＼ヒ竃いき号。しかし人は柄物かお硬度ずには表れないの

ぞ号。切線礫もか′）て把めせ庭に′′ほのかな尽し＼′′　毎日ませたこともめりまし

た∴　しかしをyLも一客夜風にすぎなかった功です。そしてそれだけで東食や

はなかったのすす。亀と樺とのまわにお互し＼の生活なあちあったまらなこ乞

一拍一

は｝度二

fH T∴・

し＼もの1
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一

は一度もな勇、つためですっ　そ　て賓三省だけで忍摺満たこれた熱／分でした∴

喜　嘗恵串慣韓にも寒い＼と」曳八一は膏わな刀＼つ七わら、空も贋には執壬冬く案し

し、ものをした。ことに席が唇の蘭がももなく、質感に蔦の苑を知わ去れ．半

應車饗で亀の孔滋養に且つ芝，蔦があおむけになり静かも二瓶を開じている番

線絶妙に温しかった．嘆はこれかゐ究めまでいや罷んごもノ　短刀＼くはあった

がノ短かけ甘しぼ箆Ⅵ＼いほどよけいに葛との泉しかった日々、カことを藩札ない

だ乃わま、どら男＼解かに破ってくれ給え，

このエ敦の一女は衷研罷賓の琴藍の中で金栗橋藤を解さずJ楕腰方面の炭層

がないと去めれる6番が健の孔を摩れで巻いてニもめであ県　立車すべての軍

属路草葉に暮づいて巻や＼軋，河の蜃席もないのである。

晋棄五汚鳴めのあ竃夕貴姉かl：っの夕立を盤甘，尋教練化学憩室に東だ巣立ちし

たぼ＼かUの径がとびこんをきたひたまた蔑そこを直りか＞った希艶の一女を

鰐んだ末男のB葛セこれ又同級の〃瓦尺＋～寸′′診ると去ナ〕れる大撃の鳥鼻

の二人が四番／＼著してとりおエえた．〔大電の両賞が小さな届などリおでえ

ようと昭電ハ葛する等を膚像するだけで寮しいことではないか）．

軍産畠葛餅皮の覆せる野党をへ詔匂滞った、芝こそ固じ廃置の工きん再三ん

iく嘗七で‾囁同額金に亙りうどんの切れ端をもめい餅粛けiニ献功し，短いほん

の三日凰だけではあるが．沓夢中になった功をある。まずお前をつけよモ）と

いうことになり．港太郎。定子々藩裁く僻大患藍の郷右前から－事項だい敏

しました。失礼“）等いろいろ表されとが寵等習⑦車の努の中で藍藩するの

でああから、この蜜はせ鹿とあると都合よく金額の末演のてし昔っ∈容子と

島付けとのであるク　この容子を葛がかわいが日夜するニY－凰Oでなくノ　工

芸ん息巻等と親しくなり雀の吉葉を変解し二人‾だけの男親感の庖尊を‾するよろ

にな呑んだ∵とカ＼ヒューマニストの替れ高いk毛はチエ岬マ＝スト史瓦して

癖甘め兼・矛のことを養え、扱せか鋒賭しなしてやら転ばなあなし＼。三凰－め

花潜致東め協モめに金のわらじを履し＼て．癒す静厚相ら躇しみはしないが㍉　そ

の最もよし、寺務仔その鎗衝のたわ埴食を〃ぉとり’にして虫東る徹りのすス慶を

とらへそか車から叢篠肴な一朗を底び他はヤキトリにして頂覿してしまうど

か（大食象か績め肴え芝うなことだが）之の鹿いろいろ象牙もなくばかげだ

ことを封丸虫手鈴鹿であむ。しかし三日官の挙，哀れ織女樟昇天してし言っ

たのぞある。なβ女車執拗鹿蛋白質云々は根強はサケギは魔王だったが再

やみゝでは傾べなかったし，野栄やはこべは乳向きもしなかっためである，

そして三宅竃の部彼女は前夜の泉さのとめか死んでしまってこのである。

」卜



㊧㊤㊥⑧㊤
4転は　荒谷　善夫

入沢慮る　啓一　　亙る　軒が濁るノトラ＼ソツが渡る。W／Jに鮭浩だ打の摩

一一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　●，　　　　　　　　　　　　　　一　　一

ぎぐ手がホタルを窺ってL＼る（狛よ　このあたりでは…番苑やかな棄叉永であ

るがノ　この辺叫番癌どこの大都会にもよくあるいわゆる衛はしそ′　まだ野患

髄戊狩っていたり、空地があったりしていた。だから▲　刀＼なり張やかな逸り

●　　・．・　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　・　　　　・　　　　ト　　　　二・　●．・・一、

と腐うどノ　急！二認めが飾持て　ゴワブタと最葱があったりしたq Lカ＼し薫風

1日よ、金琶敵飯岡の産物やjパチンコ屋などがあり、夜叉息か面日を綴ってし、

ヒゥ　モカ外ノ　こ竜巻チエ断　言ぼけた音があり，くずれかけた塵がJ電車慮り

に筍していにク寺務も立ってし、為し　自敏車のガレージもあった。　芝らし

1土も企、－う刀が′　二分藩を形づくっているのであったゥ　だから．之こには三枚藍

の絶勝誓経書亀が粒なかったが′又束ねの面色三があったクよく晴れた〔＝二

はし＼かにもしらじわし七二の番の景色もノ　ーー一望硬膏ブ机良くたれこめると，又

舷でほ乳わ軋ない栗色ゼなった。寮づんだ象壇が少し素敵を苛ぜた登の色に

くっきりと葦びぬる。芝こここのトタン版がギラギラ￥叙いえUを汝つ，恵

庭にふく鼠登けレ目し奄ガラス屑や臍瓦がノあたりの衣魚の鷺亀とぴったり合

っ乙　をの壷曹さを塵ず。竜豪の降音がじめじめした象蕗の機宜亙る。すべ

て鰐ノ　ブ栗色の壁のもとでは′　生き婁芝と童替るのであった。

盲く耳〉脚繁がこの寒の丁薄幸産にある琶霧の｝麻に粛っそ未定のは、i′うか

軋こ軋　十二，三尊前であるが．魂ない記塵をたでヶて鉱ると′　破女が、借と

乳に羊をひかれてJニめ臆くまでノ　象を求めに束たことを今で射よっきり鷺

ぺこし＼為．

岬象と云っても蓼　女はノK等が硯亨の蒔ノ　敬乾したので′　某が根が投網＼

けこいたこと以外′被せには，集め笹い虫はな召＼つと。鼠は，この腔へ引鎗

しこ衷こ以凄、血くJ公魚鹿工壕の施工として扱いて蒸たが、㌦跨草の琶ノ　白

倉め亀象してし＼た単車が，トラックと衛吏して，節記した∴乳は生前、解せ

なつれてt　よく血くめ山に聾つと　をんん　時時▲　暇は知っている確りの歌を藤

一M∵、
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ておい
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に教えて．よく二八で敬った。殉教は，その歌を寸べて習合の日記曙にノ蔭え

ておいたのであるがノー昨年ノ　そのペ叫字を破ってノ　兄の寒に埋めてやつと。

こう去った不孝ヵごあ／〕てJ　療敏は今は尊王二人暮しである．

客間∵レうら∂つ「に近く′　之2上、体も蒸かったカで′　乳確，食事～　あと産

で廿など　象晋の大略をK与がやら和ぎなわなか＼っとど斬首ゐ藤に乾きノ　脚一

日か象肇を有意セこかぬ～　ニゝ仁慈を虫LJ　夜の？簿単項貫で、こ＼ユにこち

一　　　一　　　　　　　■・　　－：日．、．一　・十一＿　●　　　　　・　　　●・．

なくなって凛打こなった。

■、　　　　　　　　●　　　　ヽ一　一　　　　　　　　　‾　一　一　　　一　　一、　、　　　　　　－●

滝終わとにのっている新膏を丸め上り線ばしたり　て　盲を終っていた．も

う監箆か＼長．赤手な弁了ンサバン貯都会乃夜ヒ焉気を入れていたや　T寒k与

り亀なめ覇し＼刺にす）もパキンコ忘の荒い不才ンポ′少しうっむき升りヂんク‖く

阜増徴を寒いピンク色に務めてL＼モク　丸額で）習合大きし＼ところは∴宮木だ

架と私二二＼＼ノ予あるがノ　鷺が賓車かゐ二つに令けらrてあって，顔のところに

亀毛が‾下つ乙いるセし＼かノ　何か寂しし＼啓じ＼匂てる硬だわであったク

あたし‖芸∫　し＼よし＼£t　ネ了ンの数が増え　　等，一八亘　が＼愛えて煮た。学生

、．　一・　　　　　　　　　　・・一㌦　■　　　　・－．

こ宗て、し凝貰って行った。毎、ワイシャYノの＼ノデをきくり上げた三、人二つ彼

春夏雛のているとノ　　乳のことが夢に琴Nで来た。署忘ふィ㌦＼つ上，＼武官

毒草あろっゥ　こん竃蓋し＼嘉にノミ、けりながりぽんや董」としてし′＼隼「篭モ・カ噂．

あたりプ）人力顔から「裏革と亀ちかあれは」とまう事が郁えそ。二巧罠は厳

かに慮った三強の珍し＼法し、′ブj＼ノ　点く来草が起きにので昌く写勘　評又大挙だ

なあ晶と繋し＼つつ人々の指です夜色の賢を髄めたさ　葉蘭の蔓がとまんやしき￥喝

おい．首頼朱のろてい覚JのころであJ′）た。村落もと盈って′　今員か意、テラ

・ソさ二苛＼妾がこきらめし＼ヒ■　ラく与の象刀事項でからである〃懸祭味な簡菜外川琴

あたり髪叉離した。亀常の茎もミ色数尊の蟹も，すべての都会の解毒鋸ゴっ

とリ止まったかと留ったゥがそれも貴くはなかつと．：わた∵）の人声が蔦苦り

離した√つ「二三虜公宵だぜぁせいよ」rL＼ぺ）もつY壷い奴だ」r森し　史がも

うほれそこに見えこし＼なじやなし＼か」　K草は裸身に苛）になり塞レた。軋り

は是に大きく鬼がってし＼く．J r衆、の象の迫くそはないか」rどら番えたって

私の家の乱くではない。」と威せはしきり）に沃巴必中で打払滴レた々がノすぐ

又「短命の豪の止くだ」　と云ろ泉がした。細がつま→てくる。つきり撃ら

波象が絶く。　「そうでない⊥　「決してそうでなし＼勺上と一義打ち消して

弓仁



長房仁ごも′　やはり厳粛虻先生褒ゐと遁∴であるとし＼う級念は濃くなるばかり

であるク　もう火の手が乳え出して煮たゥ　この上一　ぢ▼Jとしてし＼る気にはどう

厚なれなかった〃在をたたんで豪へ象ろうと，やぐあの所へ象ってみ為と，

東だ＼互潜めつたポダーLが竃し＼ノ「豪だ⊥と思った，こんな鷺はないと思った。

河東もあたりを威しとがべ鳴りないJ終って行かれともの沐太夕）しごあるだ

けに腰孝は尭浩に態しくなったJ急に篠笛の空間が慮のいたノ

慣りのダ舛り）のおやじが夜に攫ってゆっくりど太いバスで尋ねたJ「どら

し亡んだい」「ホゲルが賢し＼んで一馬、ここにおいておいたl　巧く＼厘篭が

出てしまハたり「え＿、そろが、じゃさつきここに」「河です」「三つ芝二二

一二いと繋再電子乃乳　命この盛りをあっ拓へ行ったわし＼づが⊥殖机は啓ヰで

あった∴「奥∴こぞるかめこノ乃通りを法へ」丁‾ぉ質外し孟一首」　不愚蛍に椴せ

ケ語乳はしっかりしていたゥ　K字凋敬敬え　れれた牙覇「　司教に敷け虫したV

走った斉「で′　どうともならなし、ヒ思し＼ながら、をれで、も走らなし＼わけにはい

か鉦かったJ級骨は八双乞泳＿し、だ㌦「患い輝子の雪上褒し已れらしいもカは

軋りかむなし＼ブ二・三人に闇いてみたがノ　鰭も亀草生しこく富い甘かった．

「人事上「太守⊥人々の鮮屯、今季く宣プド象っそいる夜密②牙和二流れてい草

生がしこう」墟甘皮最もことをや∀）なかったク　醸し＼両院を観官のようにかざして

．●　●・、：、　　　．－．・∵・J．　　　　　　　・　・‾

耳は痩敬になって養った台　をっているつもlJであった勺　方＼タんの初の薦えそ

らか亀は見えも蜜がなかつ掌ウ　サバ丁バしたネオンか笈の嵐にあっ一。ヱ港∴と

の嚢は｝　余力にもノトヨな異腐らに写ぎなかった∴

短ヒ礎盤の石亀ヒJまでし、たのか†く与力体は，去力の　霧にぼ、った　倒れ

た¢‾すべてが蚤し瓜の嘉末筆であったク

ハ＼ソセ教に帰ったiく盲動褐嬢にノ希った兜雷か冷繁が上帝しこ莱たっ　いつ

の桓いこかノむし選一し＼どんよりした驚かぬ　軒が鳴ってし＼た。鳩安は窟ぜか′

・・　一　　　、・・　：　1、．・・、　・・　T　　－．．・．　．・・．・

野次う‖ニ壷のいて行く蔵に藤けちれた。患外q産に鶴の平静がめった∴絶鷺

かむ奉る平静であった）

二こ　　一　　、、′、－∴二二・r．、t、・　＿・●⊥　　‘，二、・　　　　．・

っっlj糸の釣れた二線に車齢された。権喝に迄県歌LZいと髄い叩一本乃糸井′主ぞ

・・．、‥－r・∴　●＿：、、F∴J∴′．：∴・、－J∴　　、∴．＿・．二二一　t　ミ、．二・∴　二・．二・

でが賀なわれたこともノ兄への容い虫が奪われたこともノ轟の森繁のこともノ

令は頭には琴んではこなかったフ亀倉カ㍉　雨にぬ軋こ，人々の波の下にうず

くまってし＼ゐこと二三九宣言琴んで釆なかった。ただ混乱Lmっ仁平蘭があるだ

一一二！ト

けであて

がぼ’た持

て混乱し

た。大牒

一・、．：・ヾ一・．

ってし＼る

●－、ト－．二

号騒がし

て泉てい

岬つ　の

だけが牒）

笠きとと

買込んだ㌦

軍も幸ば辛

．∴∴、＿・・、

草紙番堆▲月

販介入71嶺

，：．・、∴＼：・

入門萄には

のノヾ＼ゾクボ

本絵凍って

混成途切

らしい窟像

は風琴的息

壮蘭3－涯

疎密が噛め1

立されたち密雲
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けであった。冷たし＼土に爾予をつし＼た葺書，うつむいた習巧＼らは，勒つし＼束、

がばたほ笑と藩わた」赦せの体は，その昔書簡こうともしなかった。がやが

て覆乱した無静観の葱から．すべてを覆い蔵したヰ刀＼らひらのくものがあっ

たか大地のひび票を認じた。鵬騒大サ哲に席物したい衝動にかむれた。K手持

二公鯨，威し＼確寮さの藤菟髪以って，匂己か存豆を裁った。「私持瞥命を慮

っている⊥　浸った京竃の土の土に慮げ虫これモ風発な二十二才の国庫がノ

この療毎食の生命をはっきIj藤じたク「次号だ」「天草芝⊥あたりは孟すま

す静がしくなっていったっ南緊～カ空ヒはもう頁東宝登がわら的！七と見え鼓し

て衷ていた。

－一つのたった…つの賓努でこか皆の車を華いて泰た根女のケ首、くまった体

だけが豹たり公魚竜から無にて轟かに毒づいてし＼たき

オパ鵬リン
／？占／宰ム弓

r地球上の生命の起源」

Z回生　町哲丑仰帝

－：　＿　＿　●■Jご　＼●・・・∴・・■　　・．　　・・＼　　－、　‥∴　－＿

賀込んだ。亀に温んで甘ノモWリンの「妃成上の生命力桓看上を習った釦豊川

軍も掌ばになってかわごあった。藤の琴臥　殊に望露蕗琴について露考え女

鹿転こせる発端はこれであった。礫が純常に贋殊にかられて観んだ寮新の諒

草紙葡韓は本巻が如めてであったといっても感奮ではなし＼；そ血書でに新香

板倉入門萄とし＼つとも射諾汲んでいた．だが数番主義櫓屯をえかわ簸選繁盛

ヒ熟んだ入門者セ「婁斜め終審上とは全く貰舞のものだったク　いわゆる

入門車には柵良め乾兜に立って巻かれたも一ヱ‖まケなし＼一　望カミニの東には∵定

かヾ＼ソクポ⊥ンがあも．誉れが鹿化輪であ竃．そしてすぼらしい囁カをこめ

本給捲ってし、範。

進化論・の上に汀腐てこ　れたた　収でで　簸教　壇礎　の篠篠簡　そ　し変温出した了ば

とらしい窟像刀の穐き、それわが最麗一療となって咋リ上げごいる東署の官界

は轟尊的な蕎味で′　池亀な一輝やかしく　′雄大なドラマの蟹啓であるク　この

涯蜃3，線かしき，雄太さは竃を釦言らせるばかりである．苦し′　風琴的ヒ

軒衆が協められたのは掻く虜鹿で勃為といろこのせ令の賂現の間箪絵蓋だ頗

立言乱た礎■埼Yいちも釧去なし＼り　だがオペ＿リンがこ¢向寒にど軋ほどの発

一一一∬一



生成がかけこいるかは暮らく礫の頑健な絶するのではない功、セ腐ら，

不審定な或叱水素とアンモニア、温熱来電驚などより屯これる璃粛々勿凄一

次紳金瓶j炭素化息軌か有威化学純度化，エアは）しヂェーき、ゝ　肩穐産額堅物

という形での生命ゆ出漁．発令現生廟の出現と進むすパ㌦…jンか親を二二に

鴬二二とも建‖つなし＼しノ　嘗いたとニ；っぞ本巻ク）魔力がゞんねも「かかと最露7

4二Y桂子さそうjニニラノなし＼J乾んご細めて東嶺か患厳と魅力かわ乃＼毎夕

夜甘諒琴離烏㌧八・甘方法∴　一之か理絵打0線なく一　兎客の麗聯捧そレく－風琴に

二　王庖象jこ頼三宝に／至　と数え烏軋た．それ斥膚像　tL＼とようなジ

ジンサ1、与千二三いもの、二日‡なかったク　生野∴二魅力に競われ；＼札ヒ輝やか＼

LL、も乃竺あっ工J璧化学Y幕藩化琴のわがいはめるがノ　紀等二乞岬隻∴プ）もの

ミニ霊き＼＿fご二七を尊慮だY害ったのもこの奉を読んだ宗椚r空ってこJ

．　　　　・ヽ●　一　　・・　　　　　ヽ　　　　　　　－　　　　●・・

ノ、規整畑土の亀に蟻一寸むもプ攻込ば．乞紅が人間にうえる敷簡愕なんの鳥

、　　　　　　　・二・・・　　　　　　・　　一

■・、　　　　　　　　　　　　・j一・一　　●　・　　　　・　　　・　　　　・、

「劇に窓を軍畑ご～　夕べ、に乳首とも号途　上というヤ笥莞ゞ　サマかこがや

つと■J車ノ・ご′′二志ろ法要がした7　　　　1も

－　　　　、　　　■　　　一　一　　　　　　　　一　、　　　　　　　、　　　　　　　　－

タ欝■の車でも考慮そも

八番の人があふれてし＼る

祖んな七れどgt荷か夏婿‾う

・　一　一　　l　、　　・・・　▲・

息はそれゐ／全部から練れこし＼る

．私と覇像あるものは何があるかしわ

（ふみげとしかず）

－エコーー

・・」「

∴　　モ

手：＿二・二号

に塵∈

L L＼七

一、三

南屈

に寅し

カに雇

って腰

セトラ

三枚々

八、所

の他．

にかな

・・二・！モ

祀牢

は一三・う

バ＿＿＿や

嘗がな

なめで

たま　う

我々の‾

、誇れ．

ある・

葡勉／

〕蜜にj鞄′
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三回生北学工学実験近況

3　回を　寺百　薬…

鍵盤掲埠教妾講∵一博乗の乗至当　が、兜守が∵変圧東蟹ん「Jも化学工導豪

麻の毎払、岩村訝発奮である。多少野或マニアのさらし、はあ恵が－　ファイト

ある勤勉家の底本転生力亀甥なる諸藩と，半途を乃タイAリーな油富根Jと

に壇狛去り用ノて貴命に頚ぎj鮭んそし＼も．芸均た琶i諾々頃を恕きれも。芙

LL＼甘性がおられる髭管もあって　節墓室の雰惑え三大夜なごやかであるし

賭そうこきじいコ〆ラスが琴二えこくる二ともあ毛っ

南働かや夜にぼ　噴水が水レN至を上げてし＼る池の軍雫を取りかこむよう

に巣LL、絶縁が遣わでし＼るぅ　埠にはきれし＼なお凛さんが泡仁水をやってし＼る

ヵに藍とれて葉酸の草を沐めもこともある，実験のめし＼園に成規の軒jに象

って盈戦に絶望咤ろ＼せる9窓豪にノついて　八人酎二つし＼て．エトセトラ、二ト

セトラ。

我々のグ）し岬フつは車上路次　浄土正　工住い　聖臥　天蚕　定額　尊膚の七．

八、節乗務簿はポンチの風解、組立工醍菅；髄喝、音雪景∵挙用染∴謀港！そ

の他．寮凰はら肖／冒～き0日音でぞはあるが研究課驚脈々くノ　また各贋鴬

にかなりの蘇向を蚤守るrプ）でノ　針隆計汎神は塵日常廉をやらぬばなわす擬し

し＼喜もを逸している。

ほ牢工琴芙藤は削各ボンコ＼ソ息Yい出しるようと巨♪くとこし我々月痺間で

はそらいづこ￥になってし＼る）化学豪富はあき0倍覆せザノ　もっぱ射～＼ライ

・．＿、・・＿．ゝ・・∴∫・隼　tiH r●・一、・、・・・ト、・∴：＼、・・．、＿．　－．・・・．●　．・、

亨べ’こ．一、　∴’、∴．・。、、＿雪．．．二ミ∵二、－　　　1‥・‥　・　　・I・・

なのである，なにしろ緻頑各と確率と終計と望7托⊥外　して濱鹿磯髪ぶっかけ

たまりをいやヽこしし＼底意こ聖乾赦して輩寮もまとの奇のだから造天聴ではなし＼。

我々の寓のグルー79の者が葉酸綺了後ノケ罵廃り経ってし＼勧こもかゝわめず

、練れ．＿人としてレポ愉卜を濃．出していないの老見ても　推して知るべLで

ある・

敬勉なる瓦がグ）し岬プは早々にレポートを篠嘉すべく，日夜寒酸セその蚤

産に顔7んでいる次一課である。

，、Ai－
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確の毘栗鼠
ユ回隻．竹㍉柑　一　郎

払渡の司暦に昌∴葉ヒ多くの毘来れ＼る。花から花へと甘めしげに霹び溶

くモ、ンシ亡チョウやアシナガ六才∴　儀の敵　襲感　象の　に讃び込んで克て

、払渡乞習うかせゐ蛾やコガネムシ、上馬カブトムシ揖どのように大きいも

め月、ら，下はア上　力などのよちと小こなもめまぞノ稜々慮々である。婆さん

rj．媒ら㌢淀葛黍く観賢したことがありますか。戚わめがつ一つか行観官、

一岬紋に見地ヱ化がちで．一瓢、不硬▲則なんののÅろそあるが，よく注蒸して

罷るセ∴驚くべき台鑑の殖励まにまって，定まったものでめるのが終って藤

色三世あ　外）ものであります。弘は亀蟹が噴きで．麻に、彗轟に靡味髪もち．冬

至も′　感の廃寮．領常温終けてし＼畏すがノ他の鼠蛍の観象をiよくやります

．鶉凛とし＼っても大がさなことは亀頭なく　留令の覇の窯場　でも　面白し＼

感賓が樽られるもめです∴フランスの有島鼠蟹琴海たるアンリ・ファーブル

や名著「毘留記⊥窒息はよく鼓みきしたが′その中に出てくる登に鞠しこめ

フアーブ、ルカ親藩がどうしても膚じめれなし＼ほど，小鼠℃礼たふうに豊われ

も二七があって私はしばらくこれら宣お札に覿無しそし＼訂す∴以下は、観濠

か結果の一つです。

〇クモ飛こしトろ名人－ベ＼ソコウノヾチ◇

督こん首は．ベ＼ソコウバートとし＼う蜂の－魔を史に壌備わる人なら－濱悠豊艶

ヒリ咤し＼たりしたこと瀕あるでしょう。丁寮′五官から七日にかけて，山の

盈愈私儀や．薮の簡囲にでも軋られ産額も多し＼ようごす。山地そぼ．森色の

ものが多く，家のぬくにL＼るもの鑑鼠色瓜卑し＼ヒ惑われます草ファーブル置

、ベ、ソコウベチ（フランスをlカスづグロベ＼ソコウやす彗プロベ、ソコウが対審

となっているがぺりコカパケ耳のものに癌．ほとんど革融の懲鹿がある。）

につし＼て，二状のセロく言っている。『ベ、ソコウベチは、クモ一棟を館にしてLヽる

、がこのクモ類とし、ちカが一べ、ソコ巾ノヾ十よりも大きくて．蚤ある篭バなもっ

てL＼るやつで夜対ヒ，r＼千のすが鹿になりかねないのに．Jヽ十はクモ史穴め

入口におびき虫して、鼠をくわえこ外へ放り虫してから．針の注射で簸ヒ三

吐Zしまう．八子は、穴から飯t　塞きれたワ蚤凍驚カなの望怒っていて凍も

て穴の車に入って攻展なしかけなし＼．』とL＼うのぞある。嵐にはこれがどら
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しても倍じられなかった。′ヾ、ソコウベキとし＼えども，モーカようなち法を梗う

と広奪えわ叛なかったのである，息はこれを一恵寛恕しそみ」目上と思ったが

、なかなか機金に蔑まれなかった。つい桑虹、息は、息の敬の嵐に，景色カ

ナ7Rシロベ＼ソコウき乳かけて、リチャンス到末ノ′　とばかりに直線した中郡ウ

せンカの賓の上を従がしそらにアキコテ歩きまわってし＼為。観鞄㌢ふるわせ

てはまるめたりのぼしたりしている今　しばらく一蹄間ぼ勺＼車上かむぼ髪喪れ

なかったゥノ暖気よく覇、つてし＼もと，額は′ミ、つと番びた／つと産の轟の博に亡ん

でし＼慧単向を衝きまわっていたが乳がっくと何かロでひっぱっていも。まく

温むと、ズヤ、そ訝uよクモではなし＼かこ糸の醇はおどっと。とだ悠しかった

，今凱ま産がよし＼わしいっ　しばらく右っぼった乃ちハチは、餌立教しこ，と

こめ髪歩きま直ってし＼Q．何か萄べてし＼もし少だ、ぅろ，根これヒクモは死んで

ひるらしく，虜bってし＼る）ハ与はあたリ生食し＼」に讃ぺ⊥ザ七番徴フて芝

こ封っぼり怒号，これを衝でも福音もくり肇＼へし逢んきし、く七夜⑦草絶動産

丸込みカ車に入ってし、く与　そしたら単の蚤を登り髄あそ葉の上にクモ，宝馨し＼

仁か＼ヒ蔑うY，河組かへ苓恕超しこし篭つ怒，しぼ’らくそこらを番したが一

いないのぞ失墜Lで＼けていたとき彼は凝って来たカで箱＼ソとした。ソモな豪

び兜蘭に埠りしそどんどん塩んでいく。何宵も見取ないそモ‖こなuながら温

んでし、つた。もちろん一　二も害うと哀し＼きよりに思えるが′　嚢除法　せいぜ

し＼クモ包貴朗に引至ビしてから三ズー目しほどである。そして、私句風の音

灯下に虫た。私店、′＼子の欠が腹いと啓じヒとき．ノ＼予は岬つめ月夜カ下に入

つ乙いづ七やそつと複をめくると寮レ乙巣が卒った¢やつY電っけたのであ

る〇八チは、穴に入ってい誉しばらくして察功入口においたクモ薫∴　寮に入

れようYした好一　ウモガ敏等虫Ltのそ椴こん，㌦麻柿をしたと思い怒号か

．考及縫、すぐクモの衝部に餅の注射を打っではなし＼か。蹄に．ファーフ・、ルの

し、った嵐りなめ誉める。乏軋りきり、フ毛は観かなくなったp　二二号こ命蜃√カ

観象の単ば留簡かく蓬セわれにめも覇展をした々何となれば′その敦鷹に、そ

のクモは．生きていためぞ丁からゥ都ちクモは、＼チめ為に東で嵐薪をかけ

られたカで寸∴－蜃だけフモカ六、のそぼを亙り，フ毛が恕て桑た望ころ、一

斉で注射にもナこ駁巧した戊＝壬、フランスのハケ、クモ、ノ）類の腰亀によるも

のでしょう．

ー鵬　＜＞

以上のようにダラダうした盛女になりまして巻雲格で寸が′　文の竜三牙を知

らない噂だなY怒ってぢ許し乞額います。愚め賓の面白二などを十烏に表現

でさなかつにの轄舞食です，

－43W



戎代日本の学生ぎしての間蓮

1転生　茅上　長≡
＼

計号のC‖A j　卜‖ニはさわめて奇妙な乙いもがいが′　空わめて絹密にうき

裁ていたこと官誰しも繁づ、かれとことで屋なし＼ぜみろ乃＼．裁々心電蜜の琴放

け罷肇に．森畑セついた叱判を上扱垣に蔵でかけていたし　ヌ聞置軽か方も蔵

東嶺め存恵竜泉という聾で我々のとるべき太軍船態麓を稀理知に琵月篠に衰し

こ芸つれヒカだが鵬零において、舷戊上磯聖の躍簑講大半はその登勢にぷい

ここ軋ら－か承寮に凄く嫁を向けたかつこわがまゝなものであったや　こんなこ

と二が酸くのkb本案をし＼つそカニ芝草衛解像のものだけにしこにい一一∴とこえ

患えたせ　なるほど車にはそれめ功凝嚢に答えよ七とするか広まうな内容のも

・プ）もあった。しかしそれでても籍高温下終星を紛うヒいつたまらなし、い和親

こし藩蜜で同海の主線をたく礼に亀してしまったものであった。それら礫が韓

鶉‖ノたし＼孝常に一擬餌に言えること法、戚あがな差か今欄台令に音信七本金

運と啓一じ、てL＼るにもかゝわら甘食漆の大勢にノ渾三軋乙杜牙なく犬、ル穴、んと与

のム仰ドには享も）込んをしまい、その蜃各を希渡しご吾でヾすJ‖ニー一生藩命セ

し＼ったも湾と．細めから嘗顔繁恥0免責恕各組盈七番実的精産㌦文篭ム岬ド

をも乙あをんでし＼もものとがあることだある，之レてそこにはノ　今日最も罷

覇いジ￥～ナリステイ＼ソフな奄懲墓と，演武の停滞した額竃的生年に養三組

に稔が軋られるのぞある。せめて勉学にはげんでし＼も等生ぐらいはこんな支

笹撃強度のまぬなどせず，かえってこんな産金嵐癖に黎展と複旅するべきで

を）ろう。宿し令が替負っこ針用命が嘗じる間寒を射＼嵐野に立って温恭し衝

現しようと守る黎努を包己の愚僧ヒまで鳥勤　まの寵魔を写及均志が互いに

たゝきつけあうとし、つたようなもめが番か兎もそしかるべきではなし＼か㌧熟　女導

的書い者わしとノ　魔孝的翳漬髪なあべそてそ、寮窺としと覇竃濃度や、こと

わざ的金額髪のこして寸ましてし＼るような聴恵が脚柊どんな雷電をもたらす

だろうか寺索摩者たるべきものとして粂川＼LL＼、恕凝結わざる魔層に直し＼な

し＼∴だがこ∪よ今日の雷本人の一級的峻嶺の一一面であると濱う。今宵の冨車

力放念ヒ宵すかもがまえにつながる同夜で衝も。このノト碍子は、親ぞ遺風璃

日本の全学生か皮であるどし＼恵放射とに賓牽な密漁が展弼これるもの
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も磯．

示し

毒し＼

な二

三え

・のも
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′と阜
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、二・一一字・

こ1ヒ

たらす

直し＼k

†・二・十

甘窺照

るもの

となってほしいゥ　‾たして恕亀監事し　右れ至った章健の澱全き隻常もような

ことはせずに▲　公の虜金＼ほどもかく草生ヒヒもに翰じ為ときくわいは各か粗

め＿勾軍本か大人、カノ人としてかさ軌ノい各項を充々か治に虫して棄てほしい

，あの乾草を経こきに大人で′　軍令は令か葦早l二対しある月号教ととるi引こ

酎表号も温浴があもなどと杷通番から布乳で云えもような人がし＼たら，頗濁

そんな人はわめ激草道ときと孝く死んでしまえば主君＼つに今にと蔑ろだけで

ある。

啓堅塵観について

ある教霧が尊宅選敬賓頒冷夏′ゴミたれた。わカ資長毎をがとれこい勾らしい

が藤もきいにっ固いて大飯豹リがとい繁がて」仁～　モカ敏握の顔は重患′カ顔聖

一・　　＼・・・・・一・真二．・　　　ヽ　・・′・　　　・

ものは　しばしばエゴう耳、ムでノあ・j、八昂的毘兜を忘れ貴窪を衷混きJて土産叔

・∴、・　一　㌧・．　　∫∴　＿　　　－‥　●・∴　一　・　　　‾・．　　　●：・．

易臣よ嵐奴Lがたし＼ものであるクところが硫弓の革竃で、し＼小にももの首）か

車のiい∴覿軒抒阻畏雪の患艶を空かこれためで藩QQ膜はこれぺ卜あ、求し

て食気カではな←＼′ヒモベっておられた畏男にため懲窓を耗幾するとYモノに

赦象寓に敢糾し丁こし、a

音す、軒夜霧軽動のような夢やか＼こ　ななくて　兜味な官立ため紆碇によ一つ

てこ好一家人額1カ養嵐に綬立つこと聖顔ろというきめめこ平戸¶なこと式が大王刀な

．・：題∴●、ト・一、∴．二，・．誉－い、一・．∴こ　　　√．＼．一　㌧、－∴∵　　＿J‘．・・’●．ノ

ようなう1っペむな雷膚が牟g多く竹入やに、し＼かtこももつとも筏大義風俗

として蔭け入頼られてい奄ヒいろことが′　し＼かに琶恋人牒こ功ように鷺気力

で漁師鳶の粟篠にならざる髪膚－なし＼悪風に良いっめもれてし＼もがを示しこし、

為の℡あそ）。誓いいち．鱒着直動座「華やかなもOJセきめ′つけて㌦零に漫

至1号揖二醜差して軽率秦研登女人額牒馬鹿睾頒支‾乙よか工する隆窓を盗

rl・、　　　　　－．・日工　．う、‥・二　．＼・　1　　　・　　一　∵．・・　　　－

ボ為る芳なら．今田のB本の状態に右いては上のよちぢも釦貰え夕顔に達べ

勾べ竺ものでないことはわかりそうなものぞあれ　毎食分地直な節覚がさ彗

ヒげ㌦つれること賢く寸ヾての人々の枚に立つようにと簡うなめぼ、破二子旨温観

もし＼ノ）しい二でみねばなら鉦し＼めぐあるJ現在の日本銅臭諸式又ノ‖呈この青書

まかせておし＼てこb一　塊も壬薮免魚のと裾二審筑㌢みちび芝Jで希草烏に宮認

守るYL＼つた本贋のものではない功で＼ある．したがって見放の日本の社食は

、よけし＼なロ弘L kLZ竃せつがなくても、自己の今の沌選管愚書髪斉＼して室

町ぎそれが絶入の利害や好轟と紆あ貴腐せずノ子爵な覿－きれと象主宮家の

－Aト



喝や＼ふい東蒙に詞ケてどんどん痘んで締くというものでもない勺　食く夜封で、

あ孟㍉∵すこし息払濾こけばすかさず筑室温勢をきりくすそうYLJ　日本希固ま

養凄穏漆をもくろむ石質電動寒魔をノ繹港、‡こもっ七放鳥j又カであり、隆務抱発

展によってその勢力が温くなむにつれそその正ノ棒をわらわしはじわてきてい

るめぞある。乞してその恵金成宝　旋盤館鮭　漁逸　こし㌣芽筒にみカモおり、竃

已甘露紫に置賢で勺ゐこと言成すLも毛の暴食のために店なあなし＼めであり

・・・　　　・．　　一・　一　、　　一・…・・．・・一・●、日　∴、　．　　　・

．　　－∴　二・二　　＿・ご　∴．．、／、　‾．．　・・㌻∴・　　　　．

・・一　　・　　　　　　●　こ　　　　　こ．・　・・　・・　　　　一・こ　・　　，・

コがしそしそんなも畑．呈みつからなし＼ゥ　よく璃べればしわべ　日豊どなにがな

んだかわかりなくなゐ暴食であり、漆増に侵杷約で荘恵葦し＼人なら幾むつけ

・・′　　　　　　：∴1　．・．！．・　1－　　　　一・　　・、二

慧U L†二乗直しとか戎層とかいったような立汲なものはなくJ　敬あが互いに

、　　　　．■・・・一　・・　∴・　∴・二　・．、　・∴・・．さ：・、

とし＼つ七彗クザ圧署をするとめ引去、社会の粟菰カミ一審筑象にあまりよくわ

かめない首がつごうがよいのである。こめようにしてi　落首で気力のある人

閏が立む工がゐべき婦はもろYつくにきていものである。ただ立ち上がるべき

曙に耗象がとり上がれ庖かったかめ∴慮誼的な行数というものがとび虚しこ

くる可儀鹿姉初ったのぞある。京平牽戦争1久末今まで、日本は食くヤクザに辟

失われてきたと太っても敦いすぎではないと貰う9一　ぁの覿争めやりすと終り

首が書きにヤクで杓である。帝啓妄義のナワバ上巨争い牒＼わーか♪＼骨の昔々リ

込み忍かけてJ　まけると食ったらあっさり碑＿さんしこア叉リカの草食になっ

てしまったし受容層や席應など等乳くすごある9アズリカのら領淡憩といろ車で

折衷の殊象は巻くと転勤がるカをもたなかった軌二億び宙呑め帝国主義勢力

がわや＜ちゃくとそのカ夏至すいてし＼つてし苦った。アメリガ威啓による晩

冬成長了亘天女響熟敷き敬一ついに郡毎Yもしがたし＼かとなって亀亀鑑†カ私乗

・竃艦腹に支って、執筆という民磯で鼠豪が手に入れるべきであった嘩豪の

玖力島膏伊定食にヤクで如水力に帰してしまったの塗ある，こ乱底だ、不曽な

歌毒課カはないク　こんな芥金夜食頭象はなし、一　鼠象はもっと敷島なもめであ

お，蕊簿叔愚だけで多くの人聞き毎食の繁カ！ニ花真也んだと袈もっとり言わ

がし、であるヶ入朝註崇高なもめであるにもかゝわあず′驚きも訂触とし＼うた

め仁l寮最と産なんのかゝわj享ないむ肴の大きな兼贋の車に局、まU込んそ

し＼かぬばならないのを多くの人間は不満に審じていあのだ㌦この不頑な絶蟄

的に潜心ゐ人々が′鬼轟な鷺葉音閲観や乳奏姐逸機大鶴になるめである。
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なるほど令の漁猟の大きさを見るなら．錐誓約に藍える月＼も知れなし㌦　しか

し世の中には同じ考えや、不轟を乗った人が多くし、るにら示いなし、。二カ入

鹿が互いに寮きってそこに革新的エネルギーを象琶することが恋慕たし∴　そ

し乙それが官本か＼手ころYころで舜功するなら．日本尽やがてγ要約な走査

革命宜行し＼る天うな希望があらわゴしてくるだろう∴これからの田本の青草

隠　いい徹夜な思いつ芝の嘗辞で密命をゴ昔か丁音うなことはせずに、大き

な寒礎を捲って日本のいたるところ妻二番命的工ネルギ†月詣宝i言やjすこと空

陸務と寸もべ票であるJ草生の岡島腎を控観官もて表わセるぞ切ろうし、毛

の大河がどんな取壊に行ってもをこぞとたす愛層の次髪こレやしつすけるべそ

否あるヮ　竺汎言、一晩事が経った解だ汁でわざ立こもJう射ノ、カご、主音なくt

しんぼろ轟く絶えざる妃味な議葡閥つず＼けこゆくものでなくてはならないク

官本の民衆が革命のぼ媚が爵てるようになったときこそ、田本がほっわつと

して婁まれかねるときごある，そして甘木が組有鹿全軍命な貯いえたとき

から日本の罷簸ろ本望に智恵的な魯く新しいγ東宮歩むように篭るだろう9

これを顔夢ゼよが．琶大宅義的安雄音義とよびたい・r　だぼ一鉢台．合、ぼどん

な禿えで宿・功しi bとしてし＼もめ用＼示し引乏しいノ

ブ矢に缶竃会のこと」ニついてであるが，召還金β蒔軌が絵詞なこと店蕗タイ

コノヾソを好守。しかも多くのものが急亀で人ごとの言うに太るのであるク

腰の啓ものにこi′し痔一つ！二は、埠塩を簡守一奴号をβ向が．簿敏とかわ乳て

腐轟であるとし、ちことご，ヌ管を蚤貰同志もぼ、らば古であ苺といろ嫁由子摩

鹿的な奪乾や話叡J）碇窯渾虫三九にくいということにある①至はないだ＼ちら

か．そうだとすれば、季葛と一徹撃姐の滴髪吐づけ奄もめとして、凍完に窮

ける政党乃よちなもめを作ればよいの三・はなし＼か。少しとつ豆かも知れない

が席は、きず百島会を焉気づけ毎という遍路から「包毒余剰新開温⊥なるも

のを終戦写ること鮮血泰たらとうだろうかと展衰する。

L威発展1をやろう　回生　荒谷章夫

争奪の田河頃から∴本科乳取帝の方々の覇に「額縁屠」を雨聴Lようと云

う堅繁があり、森々の奇にも一　号の薦僧薄らこき軋こし＼亡っ暴政このことに

ついて、訟本気に呵い温してみると．警吏の育三丸，やる気なら、激牒滴の

方も東京奄略号の協力をするとし＼ちことで勿った。詞健の醇願につ1＼てば▲

本草氷の覧簡潔の埼㍉即ち．ノ用初旬が偏重だヒ云うことであった．「醸鮭

最Jと太っても，我々間観覧も者だ一審も誉め戎食に藩きれてし＼なし＼〃諺に

－4ト



主毎とノ　聯頚城脚覿叶う予選だづた乏うそある。そこでノ「繊線度」とは、

．．●　■、．・・二・・三∴∴・、∴、■工：・一‾　キ　∴一一∵こ、い．　一二ノ∴ド　ト・・．■

クア＼ソ㌢亘ノこカリ－∴ズソ展勘二詑三成言し＼る）

、・一　：‥二・・・一・．・・‡十王・・、∴・‾言‥．、＿　．・－　．　－．．●・・・一

概銀終硬が弼催三根二や　H E仁カ年蹄は濠工沈倉の式奥が愚犬に勝二軋′中

海1‡「讃狛経■Y怠／み手引ヒ撃∴ユY∴項目ノて一　束大飯及撒牒椚都常せめ黄濁後び

・●　　　　∴　　　　－　　　　．　　　　　ご　‾．　　．∴　・‥・　．　　＿・．：・

気甘璃見直紅葉ク　も弓′／弓夜びエロには狭義金があり，その王な主力に喜言、

」／いコンの絶頂巨ユ「丁′小㌻ン乃工事甘柊い方J r累子方の草加新潟ユ藩

．　　・　・．・．　　　　　■．・：　　　　　∴・∴二　．　∴　∴．

一　・．　－　‥、　、　　　　・●二・・二．　　　　：一　　　　　一一二．．・・、＼・∴・、

誹寵が、行なわれた。各軸やのみ観黍的基づクか人′各腐国庫も考教わって）

メ土がそろ液温そあった。祝に具体約な閃電につし＼て少し云＼汎よう．

字／奄瘍　鱒絶（化繊E各線）に喝す礼度々l力統計

し岬ヨンカ薮表毎まで

、1、■∴一十三

㌢j金塊

・　．・・二・

・・・∴－

‾T。亀環

牙7会場

・　一、二

㌢学食湯

㌢／♪金環

牙／／墓場

寒々の金額の壊添，及び盲な生産会社の号琶蕉

各慮フづラスチ叫ク人の展示

∴・て＼て●．．∴一・・二．　∫∴　－

ぺ＼ソウマン亀夜計　先晩比色計，蛍為替辟芸仁　恵軍環萄定慈

ペーハー大川サーノ電庇護計、ポーラロブラフ樟「磯雄観

東商猿月計尊β濱宮路威窒

敏感の奴現場

亀子簸毅観客

嶽賂加工賓橡を、　フ、J＼ツタ加工の賓賓など、

ボビン式レーヨン紡糸裁及びポット計スフ紛充蔵による繭糸

お寒演a　闇夜香色も碍う¢

ナイロンの燈篭璽覇～熟兼によも紡糸

貢ぎ－jエステル應魔力環愚案療

以上が慣繁簡に帝・なせつ主もた「額鮭慮」ゐ和事ごあったさて森々が今新報腺守る

としたら．牟枚との明春につし＼ヱ考えも行かぬぼならなし＼がノ　ー叫靂参杏の轟

上に熟したi力である．こ㊥町を勘二束摩枝折の漫歩は著しし＼ものがあったか

：、二・・＼．　・1、・二　′　　‥＿　．∴：・‥　∴　　・1．　＿．　・　・∴

ユト

この席

ti、、∴lL

甘さ・古漬

った痛

以上ノ〕＿

凍！表二

と去えf三

ばかり盛

葛を瀦事

恕三芳も表

音がこち

く　軋るだ

いて萄ノ」

化重乱足．カ

議と悠久

悠麓象生

首を守る

九才　短ら

症感嘆を

こぞノ蒔橙

けなし、宗

いと寒う

噂・ソ言、、

βヽしそれ

Lなし、、し

っ乙威か

の支配す

けて審た′
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．
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ノ　キー
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ニミニ
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弓鼠患

え菟計

・：官話了ミミ

痩する

モ‾．・／二．

一つで二刀＼

で弓わよし

この礫な向寒は、本管風食藤か－】敬司解した協力包Lに恥奄私に親展をあ

げ号＝札なし＼だろう。もし弼健てるとし＼うこととなれば，盆景ゐだけ早く一　乗

特番義金に銭もヾ至ものを作り、斬新ta準痛を看勺と度のノ厨都か寄こ験が終

った項から′　食賓ご漆各　日ニ準備号餌でよし＼ので、はないかと蔑ろ）

以上カブ懐に怒らが．如何がなものであろう．

無題
1転生　斎　経　絡

卓努填める人々の希えるように包怒髪幣束無札ものと至芸考えなし＼∴どL亘招＼

ヒ去えぼ観念強紳な希えを盛ってし＼もと云えあっ　だが令の樺には剰ゐない聾

ばかりが多く橡モ引二竜う肇は将もない。六号に入って督学力観漁の掛ナる

膏を賽賭してL＼たが竜の審聾者の去っていも晋が督倉5カ怒っている挙に河珍

無実も＿騰落も与えない虜に整えて大し＼に覇路は守紅で甘）もユ　しカ＼し勒少者え

音がこら去うオ面にも足りあゝ豪ろ零蘭にもあるといち軌二をむ斉隻示して

くれ長日空けを十命奥底を繚ころと浸ってし＼禄肇も確かであみさ　へー　ぶんにつ

し、・．こ懲　一丁：し、んノ∴ごや．・げ二．ご∴二三一．．＿　．．・∴日吉二二：●　　叫　■　ト　～　工・∴

鑑汲及lカ車に鼠奏し取れだ不勧めもがとして物琶なみもlカやなし＼とし＼う鞍敏

速と賠久の音から青盈して衷ヒ鰭吋窟始とし＼うもめがあってそれが後々a自

怒鑑象髪生み虫し社食に置け奄色々㊥r実領嘗年を誓んで行く。刀だまし＼ら観

官を‾する観食静だ乏ちだがl虜導電未だ与＜知らなし＼がん、きんな翠ヱ知ら

んJ　簑㌢うないけ口紅ビ嶺巨＼たり蔑んでリてる韓かわして乳に五つと薮．に蟹醸義

経畑頃を絶対的ヒ象もような礁矧斡な希え塩花三九なし＼、ヌ尊号と宗故ボど

こぞノ蒔鍵しているのか綬簿しか握るぅ香草の覆審だから番号を轟のめのあど

けない宗教が語われもめだろうが．乳敵髪キ虻にLと瘍合われ砧もぴ）ではな

いと等う．

瞥の人々真冬に嘗い八鹿には癖功寄億などとうこい梧じじっれないと誓う。し

月＼しそれは，とれやいし＼0　常親的瑠冷肉に竜って束が7、、ドゥ滴iこ克ったリ塩

もないし病人が逢引こいやこ往なという二七もなかろうJ　こう云う密由をも

っ之滴公告硬は招じられなし＼ビまう人は金劉鳩を虚栄し′　r教⊥乙もろもめ

の支配寸も功野の孔で蔵最して養七人であって、灰い鷺蟻での教養変易につ

けて審た人だと云雲つま・して拉寺がないのではないだろうか。軟めせ認髪尊んだ

∵約－



人によって為蔓れる判鮒は露盤金曜鮒やあろう。しかしその人々は例えば、次

のような草堂どう髄弼す奄だろうや　即ち攻撃がおヱまった稗焼け死んだ母親

寮かぼっていた草綾が、星亨てし＼モという場合の僅象の蘭を金塚顔寛治鰍ニゞ

う艶喝をつけるぼろう．「それ」孟母表象の本敬だ、乞う音ち画は象の壕息にも

あ呑んだよ⊥、セいう八が必ずいる。しかし入閣の積金葛覚とて蔑轟有る希え

る勒勧ぞあ為から観閲史は岬鰭に斬らず曙か＼喫なるもの覇ら入閣としてめ大

空な零が執電化風射すれば如、Jないという肇債覇好「攻上，カを離すも拐野を・こねこ

もって滴の奇鉢を鎗ずる豪は奄琴の忠生の富寮で言えば襟元でか寅罵る皆空、ぁLil

る∴だかわたぼ腰冷麺な秦野に羞＼ける雷緊だけで鱒の奇餅をる最上しこもそれ

は三のへを噂・藩にヱ廿をだけであって「尊称」なももの診影竺就っ‾こし＼もに

も望めないので・あもマ

ス人は盤Lも象の篠産皇濾わるで勃ちら寸　劇や丈が短命を際してし＼奄肇は

、芝紅が樹かの泉戎▲なり衷鑑三れと轄宗として嘗々ヒ詳しゼわれむかぬ乾が在

も労だとぬるめである，しか．b留めていもも◎毎体榛東に脾象的なっかみゞ

ころのなし＼ものである，乞れ匁琶家こする肇によって吾々はとの有杜を象わな

い。しかるに堰柏というものも軍兼に養観豹なものである9クリスチヤ二ノの

應雁．か鮭碇と珠ももの店前に痘べ了こ硬やある。この直観的な愛妻魔のも多く

め人々が同席ヒ直観鮨音質を賓とてる宗教を漕碑する人々を女鹿轟とは勤め

璽・殊の人のように怒ったりす為のはあかLL、。罷狛まじめとして頭漁韓日ニ割

切れないもめがこ功世には課、山あるク　ビかめ菩々はし＼ろいろなせ罫に生きて

し＼る嚢を知わ裏目ざならない，放つ乙信仰というものは葛々の庭草餌な各項施

立蚤が理為義は膏激モ置脅えられない蹄にあると楚うむ　だかわ横は月中の諒を

愕ずるY茨に神め奇領を接ずものである。令息これと・軒守る多くの此経もあ

げたがrそ・1℃でもやはり塵は碑を楕ず毎⊥とし＼う旭が舟ち鰊丑ら㌢して泉ため

艮t放線寸る人の意壌包漆が腱功世界のもので歌っためである．

腐寒鮒転倒カに祝して′　暮し＼庫の藤ち主である留命は台各号もいやになる

‡うな宵を号塾錫各が希い。こんな自分をこ竜八魔著とも富いたくないし，

燭の志し＼生活訂する青空などYおこ釈乏しし＼薯もきし＼たくなし＼，短命と恵ち

もめ顔はっきりっかめなくてもノ　割とで祝着太東るだけでも書だ烹レだと洛

っ乙し＼るっ人に虫来て短融二忠泰ぬ事は多いしかレ　人に永森なくても留命

には虫煮る肇もあるぼろうと肴えてノ「まあ庵も患てたもんじゃない上位に

腐っておかぬぼ．寒を篭るのも苦しくなる。ヌ乞う封えこし＼るのが強圧の色

合であるす
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二王十二車三下．二

、と

ができる護で

ニス雪当寺翫！がかかる）

規定＿の唱甑以外乃観に番いヒLr乃1及び、

親みにくし、宣刀は、鱒蕉蚤蚤が各打合思

して　肇邑宣力闘晩ヒ牽き逢してくる．

書き直しな）広等ヒ

寸勾ものは、金庫

力過半数否認）る。
－

　

1

1

山

Y

葛藤養蚕葛は丁、ぐてめ簡轟に一一お宅日展しここ式く｝

感廣尊敬金ご常温、貴った環席を全てのでてし、もか
＿　‾‾＿　－＿＿‾　‾　　　　　‾＿＿‾　－　‾‾‾‾二

〇乾す末書巧＼な離．列を訳める9

ク細部にわたっては、嶺等の茂澄ぐあいYか㍉　舜敏和二鷺敵がなく

なるようこ、私利噴序を汲める．

二・‥・・二・一．　・、

L里私産へ豪打

J

享二二二一三・・十1‾．㌧　‥与

東泉てきた肩蘇．と簡慮愛

敬たして及正号もっ　兼敏

紋　兼当の　スも凍る。

CHA工N帝鷹の審空事

印則武などにし＼＼つた食堂篤め

一　●　　　、　　－　　●　●　－

〔管礫の櫛カしだい）

艶色の常観な閏し＼奇。∴二の困亀の革新の占術な濱雪と民和二つかう〇二

本一文は7綺官41上　こか穫温め喝紙（ゴ蚕ズさ）を疲らか、或はそれに

準じてもらうと、翁廉ヒ宅だっこの藩き直しの芋終鋤や馴くける．

J、、ざこくや．古宇苧五・、－；〟　人　ごノ∴ノ　・・－．ぺ・1・．二・・．・ミラー　て、、‥

新現象弔う晩は鱒真率琶ゆところにあり誉写。

一　一5署－



妻

著

書

著

書

量

＠＞医目頭
山鹿を歩いている蒔，何蹄同か絶ってと　底質一変見た済民どうれしし＼

勘寺領′＼っコ應碍私　山城ピークを雄根号も七五ろ大官鈎を亀蹴写る

脇息の仙つ∴う塩蔵での観察である9我々の（刃4エ再　も、こうに旨萄

胃の逢凝生見出した。しかし憂慮遥あく悪ど違贋であるヶ　温選管の

“－〝おっ武装であるヅ　号ビきだと　山麓は線いてし＼る∴陳に、登心意八

坂の痕にたとえるなら、誉生々薄は漫腰刀＼め藍薇への温経だあろう一

二め逸足の患からの富強め速薫や堅かなもめを金丸そいるワ　ニか様な

蜜一軒kものを森々葛、牽転々滝Jy境で哀したし、ものである．若者の喜

一洛長泉そ議もたこ　鋸Nを柁！たし、もめである9　そして欲を瓦えぼ．

琴範碑にも席慮あるものとしといち　をの敬礼としこ・巷節窺盲点の

経論食なども、uH‖り誌上で，大きく怠けて行きたし＼，－、二宮

里へ功高食草葛藤朴なども解いたいや　そして、文化的なもの一　身琴

勧なも泌その佗あらゆるもの髪をめた真金として，登園の工わしで

－となれば幸いやあるっ　鞋應奇のご協力もますます嚢冷したし＼。

次号は九登下旬に菟符号も予定を寸。、どLと＼し索慮なお襲い致しま

す。な訂本号の愚転め唱束は　四回生産山膏のものですシ他にも色

々あり蓋しだがノ　況巧ノ艶息に慮りたいど番います，

節目　196i牢7日6　日

発行薦　東郡工芸館笹大草衝鮭叱尊卑琴吏

印　風　iヒi了。リント乾　Tも圧7）023‡

裔　索　敵鮭化学科草生凝閣議旛養帝


